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◎市税収入の状況

税　　目 予算現額 収入済額 収入率
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
特別土地保有税
入 湯 税
都 市 計 画 税
合 計

18億9,854万円
34億4,588万円
1億1,085万円
4億8,004万円

100万円
4,588万円
2億513万円

61億8,732万円

18億5,183万円
35億1,017万円
1億1,315万円
4億8,486万円

102万円
5,411万円

2億 897万円
62億2,411万円

97.5%
101.9%
102.1%
101.0%
102.0%
117.9%
101.9%
100.6%

先
の
選
挙
で
再
選
を
果
た
し
た
星

野
已
喜
雄
市
長
が
、
五
月
十
日
、
多

く
の
市
民
や
市
職
員
ら
が
祝
福
の
拍

手
で
出
迎
え
る
中
、
元
気
に
初
登
庁

し
ま
し
た
。

星
野
市
長
は
、
就
任
式
で
職
員
に

対
し
、「
引
き
続
き
公
正
・
公
平
・
公

開
を
原
則
に
、現
場
主
義
に
徹
し
、市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
新
市
建
設
計
画
「
水
と
緑
の

大
地
・
田
園
空
間
都
市
」
実
現
の
た

め
、
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
市
民
参
加
か
ら
参
画
の
時
代

で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
を
大
き
く

市
政
運
営
の
中
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

沼
田
市
の
財
政
状
況

財
政
課
財
政
係

1
内
線
３
２
６
２

市 税

10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億円

61億8,732万円
62億2,411万円(100.6%)

地方交付税 67億8,052万円
67億8,052万円(100.0%)

市 債 20億8,250万円
10億6,450万円(51.1%)

国庫支出金 17億3,125万円
9億9,236万円(57.3%)

地方消費税
交 付 金

5億1,021万円
5億1,021万円(100.0%)

県支出金 10億3,528万円
5億8,053万円(56.1%)

地方譲与税 6億2,589万円
6億2,589万円(100.0%)

繰入金 14億5,247万円
5,414万円(3.7%)

使用料及び
手 数 料

1億8,426万円
1億8,049万円(98.0%)

自動車取得
税交付金

2億3,468万円
2億3,468万円(100.0%)

分担金及び
負　担　金

2億3,330万円
2億 662万円(88.6%)

地方特例
交 付 金

1億5,462万円
1億5,462万円(100.0%)

諸収入など 9億3,442万円
9億2,668万円(99.2%)

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
う
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
市
の
財

政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
平
成
17
年
度(

平
成
18
年
３
月
31
日
現
在)

の
歳
入
歳
出
予
算

の
執
行
状
況
と
市
有
財
産
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成18年３月31日現在
人　口 55,152人
男　 26,804人
女 28,348人
世帯数　19,593世帯
面　積　443.37km2

予算現額
収入済額 (収入率)

予算現額

221億4,672万円

収入済額

185億3,535万円

収 入 率 (83.7％)

◎市債(借入金)の状況

154億4,628万円
115億1,523万円
8億2,711万円
31億394万円
60億1,559万円
47億9,001万円
10億9,487万円
1億3,071万円
32億868万円

246億7,055万円

借 　 入 　 先 　 別 現 在 高
政府資金

銀行等引受資金

公営企業金融公庫
合　　　　　　計

財 政 融 資 資 金
郵 便 貯 金 資 金
簡易生命保険積立金

市 中 銀 行
群 馬 県 貸 付 金
市 町 村 振 興 協 会



市民１人に使わ
れる市のお金

40万1,558円

市民１人が負担
する税金(市税）

11万2,187円

１世帯当たりに使
われる市のお金

113万338円

１世帯当たりが負
担する税金(市税）

31万5,792円

3 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

913万275㎡

建　　物

25万4,794㎡

山　　林

656万9,954㎡

出資金など

6億873万円

有価証券

1億6,494万円

基　　金　　現　　在　　高

市 有 財 産 の 状 況

財政調整基金 30億5,520万円
奨学資金貸付基金 9,689万円
沼田城建設基金 6,697万円
土地開発基金 5億3,064万円
善行青少年顕彰基金 330万円
発明くふう奨励基金 200万円
国民健康保険基金 1億7,854万円
保健施設整備基金 6万円
ふるさとづくり基金 9,027万円
減債基金 1億 865万円
福祉振興事業基金 2億1,455万円
図書整備基金 1,300万円
ふるさと水と土保全対策基金 1,000万円
芸術文化振興基金 1,031万円
玉原環境整備基金 2,742万円
学校保健活動振興基金 505万円
介護給付費準備基金 1億1,556万円
庁舎整備基金 0万円
温泉事業基金 1億9,033万円
観光施設建設基金 1億5,000万円
老神温泉施設建設基金 1,869万円

合　　　　計 48億8,874万円

◎水道事業の状況

勘定区分 収益的収入
及 び 支 出

資本的収入
及 び 支 出

予算現額
収入済額
収 入 率
予算現額
支出済額
支 出 率

6,258万円
5,892万円
94.2％

1億9,936万円
1億9,735万円

99.0%

4億5,297万円
4億4,947万円

99.2%
4億1,983万円
4億 187万円

95.7%

収
　
入

支
　
出

土　　地
(山林を含む)

無体財産権
(著作権など)
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◎特別会計の執行状況

会 計 名 予算現額 収入済額 支出済額 支出率
国民健康保険
老 人 保 健
介 護 保 険
簡易水道事業
下水道事業
農業集落排水事業
温 泉 事 業
合 計

54億5,602万円
56億2,630万円
30億3,169万円
5億7,456万円
22億1,956万円
3億4,915万円
4億7,993万円

177億3,721万円

47億6,321万円
52億9,430万円
26億7,283万円
3億7,094万円
15億6,222万円
1億9,274万円
4億5,334万円

153億 956万円

48億868万円
50億8,062万円
27億1,061万円
4億352万円

18億7,097万円
2億2,422万円
4億 710万円

155億 571万円

88.1%
90.3%
89.4%
70.2%
84.3%
64.2%
84.8%
87.4%

収入率
87.3%
94.1%
88.2%
64.6%
70.4%
55.2%
94.5%
86.3%

公債費

10億20億30億40億50億円

29億 328万円
29億 327万円(99.7%)

26億9,220万円
24億 562万円(89.4%)

40億7,916万円
34億7,728万円(85.2%)

30億4,947万円
26億8,971万円(88.2%)

31億5,519万円
23億7,290万円(75.2%)

8億4,687万円
8億1,785万円(96.6%)

5億6,922万円
5億 642万円(89.0%)

4億717万円
3億6,534万円(89.7%)

総務費

民生費

教育費

土木費

消防費

商工費

議 会 費 ･
労働費など

衛生費

15億7,070万円
13億6,910万円(87.2%)

農林水産業費

商工費

28億7,346万円
27億1,526万円(94.5%)

予算現額
支出済額 (支出率)

予算現額

221億4,672万円

支出済額

196億2,275万円

支 出 率 (88.6％)

公園緑地ふれあい事業



昭
和
六
十
二
年
に
沼
田
市
議
に
初

当
選
し
て
か
ら
四
期
十
六
年
間
在

職
。
平
成
九
年
に
副
議
長
、
平
成
十

三
年
に
議
長
を
は
じ
め
各
常
任
委
員

会
の
委
員
長
と
し
て
、
ま
た
、
農
業

委
員
会
会
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
そ
の
長
き
に
わ
た
る
活
躍
が
認

め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

受
章
に
つ
い
て
金
井
さ
ん
は
、
関
係

者
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
、
家

族
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今

後
も
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
支
援
に

応
え
る
た
め
に
も
、
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
、
猿
ヶ
京
老
人
ホ
ー

ム
に
寮
母
と
し
て
奉
職
。
以
来
、
平

成
十
五
年
に
愛
宕
老
人
ホ
ー
ム
を
最

後
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
利
用
者
の

身
の
回
り
の
世
話
な
ど
処
遇
全
般
に

わ
た
っ
て
尽
力
、
そ
の
長
年
に
わ
た
る

功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕
事

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
か
ら
い
た
だ
い
た
笑
顔

や
愛
情
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
感
激
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら

も
保
健
福
祉
向
上
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
、
北
海
道
北
恵
庭

駐
屯
地
に
赴
任
。
以
来
、
平
成
十
一

年
に
群
馬
県
相
馬
原
駐
屯
地
を
最
後

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
戦
車
部
隊
や

教
育
部
隊
な
ど
に
従
事
、
ま
た
、
全

国
各
地
の
災
害
支
援
に
力
を
尽
く
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
長
年
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た

自
衛
隊
で
定
年
ま
で
勤
務
で
き
た
こ

と
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

は
じ
め
、
上
司
や
同
僚
、
そ
し
て
家

族
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、

受
章
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
一
年
に
保
護
司
と
し
て

法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
沼
田
利

根
保
護
区
保
護
司
会
理
事
も
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
保
護
観
察
者
の
更
生
保

護
に
関
す
る
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
長
き
に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら

れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

旧
利
根
村
で
は
教
育
委
員
四
期
、

教
育
委
員
長
も
歴
任
さ
れ
、
教
育
行

政
の
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
、
苦
労
も
多
い
が
今

で
は
す
べ
て
が
い
い
経
験
。
支
え
て

く
れ
た
妻
や
家
族
に
感
謝
し
た
い
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
道
な
活
動
で
地
域
に
貢
献
し
、

受
章
さ
れ
た
五
人
を
紹
介
し
ま
す
。

【
消
防
防
災
功
労
】

中
島
庸
一
さ
ん(

中
町)

元
消
防
団
長

【
商
工
功
労
】

市
村
正
臣
さ
ん(

東
倉
内
町)

日
本
溶
接
協
会
県
支
部
長

【
土
木
功
労
】

阿
部
好
さ
ん(

久
屋
原
町)

県
冷
凍
空
調
設
備
工
業
組
合
理
事

【
教
育
・
文
化
功
労
】

斉
藤
欣
一
さ
ん(

上
発
知
町)

元
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
理
事

角
屋
浩
司
さ
ん(

栄
町)

元
県
柔
道
連
盟
会
長
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広報ぬまた 平成18年６月１日

旭
日
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】

金井数雄さん
（沼須町）

瑞
宝
単
光
章
【
社
会
福
祉
功
労
】

藤井公栄さん
（清水町）

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章
【
防
衛
功
労
】安原喜芳さん

（井土上町）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

藍
綬
褒
章

小林喜久治さん
（利根町根利）

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

春
の
褒
章

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

県
総
合
表
彰

《
沼
田
地
区
》

西
倉
内
町
　
小
林
茂
夫
さ
ん

認
め
ら
れ
た
功
績

認
め
ら
れ
た
功
績

春
の
叙
勲
・
褒
章
・
県
総
合
表
彰

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の
発
展
と
振
興
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
人

に
贈
ら
れ
る
春
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
さ
れ
た
人
に
贈

ら
れ
る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
四
人
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
県
総
合
表
彰
は
五
人
が
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
区
長
さ
ん
を

紹
介
い
た
し
ま
す
◆
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こ
の
た
び
、
五
月
十
九
日
を
も
っ

て
、
任
期
半
ば
で
あ
り
ま
す
が
、
一

身
上
の
都
合
に
よ
り
沼
田
市
助
役
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
四
月
一
日
就
任
以
来
、

一
年
余
り
の
短
い
期
間
で
あ
り
ま
し

た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
分
権
が
時
代
の
要
請
と
な
り
、

自
主
・
自
立
の
地
域
か
ら
な
る
分
権

型
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る

現
代
、
私
が
助
役
に
就
任
し
た
当
時

は
、
白
沢
村
お
よ
び
利
根
村
と
の
合

併
後
間
も
な
く
、
合
併
を
軌
道
に
乗

せ
る
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
が
行
わ

れ
た
り
、
多
く
の
課
題
も
山
積
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
反
面
、
新
生
沼

田
市
に
対
す
る
市
民
の
期
待
も
大
き

な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
議
会
の
皆
さ

ま
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
全

職
員
の
支
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
市
建
設

の
た
め
諸
事
業
に
参
画
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
も
生
涯

こ
の
上
な
い
光
栄
の
至
り
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
日
ま
で
の
不
行
き

届
き
を
お
許
し
願
う
と
と
も
に
、
謹

ん
で
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
新

生
沼
田
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

前
助
役
　
丸
　
岡
　
祐
　
一

ご確認ください
老年者の市県民税が変わります

税務課市民税係1内線３１４４

地方税法の改正により、65歳以上の人の市県民税が、

次の①から④のとおり変わります。

今年度の課税より、年金収入のみでも年収148万円

(所得28万円)以上の人は市県民税が課税される場合が

あります。

①前年所得125万円以下の人の非課税措置の廃止
65歳以上の人で前年の所得が125万円以下の人は市

県民税が課税されませんでしたが、今年度より障害者

控除などの対象者を除き課税になります。

ただし、昭和15年１月１日以前に生まれた人で、課

税されるそれぞれの年度の前年所得が125万円以下の

人は、平成18年度と19年度の市県民税(均等割、所得

割の両方)が次のとおり軽減されます。

●平成18年度＝３分の２の軽減　(３分の１の課税）

●平成19年度＝３分の１の軽減（３分の２の課税）

②老年者控除の廃止
65歳以上の人で前年の所得が１千万円以下の人は、

48万円の老年者控除が所得控除額に加算されていまし

たが、今年度より廃止になりました。

③公的年金控除の改正（別表参照）
平成17年1月1日以降に受け取られている厚生年金や

国民年金などの公的年金から、税金を計算するときに

差し引かれる公的年金控除が別表のとおり改正されま

した。

④定率減税額の引き下げ
定率減税の減額率が２分の１になり15％から7.5％

に、減税の限度額が４万円から２万円に引き下げられ

ました。

（定率減税の改正は老年者に限らず、課税されるすべて

の人が対象になります）

市県民税の均等割額(４千円)は、夫に課税されてい

る場合、妻には課税されませんでしたが、税制改正に

より、一定額以上所得がある妻にも課税されることと

なりました。課税額は、経過措置により平成17年度は

２分の１(２千円)でしたが、平成18年度からは、夫同

様に全額(４千円)課税となります。なお、夫に課税さ

れない場合の妻の均等割額は、従前どおりです。

※この表は公的年金収入より雑所得を算出する「公的年金控
除額」を求めるための速算表です
公的年金に係る雑所得＝公的年金収入－公的年金控除

《計算例》65歳以上で年金収入が200万円の人の場合(年金収
入)200万円－(公的年金控除)120万円＝(雑所得)80万円

【別表】
〈改正前〉
受給者
の年齢

収入金額 控　　除　　額万円超 万円以下

65歳
以 上

65歳
未 満

～260
260～460
460～820
820～
～130

130～410
410～770
770～

1,400,000 円
収入金額×0.25＋　750,000
収入金額×0.15＋1,210,000
収入金額×0.05＋2,030,000

700,000
収入金額×0.25＋　375,000
収入金額×0.15＋　785,000
収入金額×0.05＋1,555,000

受給者
の年齢

収入金額 控　　除　　額万円超 万円以下

65歳
以 上

65歳
未 満

～330
330～410
410～770
770～
～130

130～410
410～770
770～

1,200,000 円
収入金額×0.25＋　375,000
収入金額×0.15＋　785,000
収入金額×0.05＋1,555,000
700,000
収入金額×0.25＋　375,000
収入金額×0.15＋　785,000
収入金額×0.05＋1,555,000

〈改正後〉

市県民税の均等割が変わります



市
で
は
、
介
護
や
介
護
予
防
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
る
窓
口
と

し
て
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
て
い
ま
す
。
経
験
と
知
識
を

持
っ
た
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
介
護
の

悩
み
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

の
相
談
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
の
利

用
手
続
き
の
申
請
代
行
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
の

た
め
今
後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
人

な
ど
の
相
談
に
、
無
料
で
対
応
し
ま

す
。電

話
一
本
で
相
談
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
皆
さ

ん
が
お
住
ま
い
の
中
学
校
区
で
、
受

け
持
ち
を
区
分
し
て
お
り
、
相
談
員

に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

沼
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

6

広報ぬまた 平成18年６月１日

宮内相談員 水口相談員 真下相談員

利根在宅介護支援センター 白沢在宅介護支援センター

利根町大楊1085-3

1○56４６０６

《担当区》

利根中学校区

多那中学校区

白沢町平出135-1

1○20９１９０

《担当区》

白沢中学校区

高山相談員

在宅介護支援センター　ゆうゆう・うちだ

久屋原町345-1

1○22８４００

《担当区》

沼田南中学校区

沼田東中学校区

鈴木相談員

在宅介護支援センター　花の苑

戸鹿野町375-1

1○22８８１１

《担当区》

沼田西中学校区

薄根中学校区

金子相談員 大坪相談員

在宅介護支援センター　ききょう

横塚町957-2

1○23８８１６

《担当区》

沼田中学校区

池田中学校区

介
護
に
関
す
る
相
談
は
お
気
軽
に

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
高齢福祉課
高齢福祉係
(東原庁舎内)
1内線77255
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介護保険利 用 さ れ る 皆 さ ん へ
高齢福祉課介護保険係1内線７７２６３・７７２６４

●所得の低い人の居住費・食費負担が軽減されます
介護保険施設を利用する場合、申請に

より利用者負担額が軽減されます。軽減
を受けるには「介護保険限度額認定証」
の交付を受ける必要があります。
※現在、負担限度額の軽減を受けている
人も申請が必要です。担当ケアマネー
ジャーや入所施設で確認するなど、申
請忘れのないようお願いいたします
申請方法 高齢福祉課介護保険係または
各振興局市民課で申請してください

●社会福祉法人などによる利用者負担が軽減されます
社会福祉法人が運営する施設などでサービスを提供

する場合に、生活困難な人に対して利用者負担額が軽
減されます。
申請方法 高齢福祉課介護保険係または各振興局市民
課へ申請書と収入や資産、扶養状況に関する申告書
を提出してください
※現在、「社会福祉法人等利用者負担軽減対象確認証」
をお持ちの人も新たに手続きが必要です

・(介護予防)訪問介護
・(介護予防)通所介護
・(介護予防)短期入所生活介護
・(介護予防)認知症対応型通所介護
・夜間対応型訪問介護
・地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
・介護福祉施設サービス

●居宅サービス利用者負担の助成
沼田市では、低所得者で特に生活が困難な人が介護保険の居宅サービスを利用した場合に、利用者負担の助成を実
施しています。
助成期間 翌年６月末日までを期間として、申請した月から助成します
助成金額 自己負担額の２分の１を助成します
申請方法 申請書に世帯の収入に関する届出書を添えて高齢福祉課介護保険係に申請してください　

市内に住所があり、次のすべてに該当する人で生活保護法

の規定による保護を受けている人は除きます。

①介護保険法に規定する要介護被保険者または居宅要支援被

保険者

②生計を同じくする世帯員全員が住民税を課せられていない

③世帯の前年分収入が生活保護基準を下回るか、それと同程

度であると認められる世帯

④被保険者本人に課せられている保険料などを完納している

⑤資産を活用しても、なお生活が困窮の状態にある

対象となるサービス

対
　
象
　
者

・(介護予防)訪問介護
・(介護予防)訪問入浴介護
・(介護予防)訪問看護
・(介護予防)訪問リハビリテーション
・(介護予防)通所介護
・(介護予防)通所リハビリテーション
・(介護予防)短期入所生活介護
・(介護予防)短期入所療養介護
・(介護予防)福祉用具貸与
・(介護予防)認知症対応型通所介護
・(介護予防)小規模多機能型居宅介護
・夜間対応型訪問介護

対
象
サ
ー
ビ
ス

居住費・食費の基準費用額（日額）

※(  )内の金額は介護老人福祉施設、短期入所生活介護の従来型個室を使用した場合

※生活保護受給者は該当になりません
※平成17年度税制改正により、これまで住民税非課税だった人が
住民税課税になった場合も軽減の対象となる特別措置がありま
す

生活保護受給者または老齢福祉
年金受給者で世帯全員が市町村
民税非課税の人

820円 490円
490円
(320円)

0円 300円

市町村民税世帯非課税で、合計
所得金額と課税年金収入額の合
計が80万円以下の人

820円 490円
490円
(420円)

320円 300円

市町村民税世帯非課税で、利用
者負担第２段階該当者以外の人 1,640円1,310円

1,310円
(820円)

320円 650円

利用者負担段階
居住費等の負担限度額

ユニット
型個室

ユニット
型準個室

従来型
個　室 多床室

食費の
負担限
度　額

軽減の対象となる人の基準

老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の人

世帯全員が市民税非課税で、次の①～⑤すべてに該

当する人

①単身世帯で年間収入が150万以下で、世帯員が1

人増えるごとに50万円を加算した額以下である

こと

②預貯金や有価証券などの額が単身世帯で350万円

以下、世帯員1人増えるごとに100万円を加算し

た額以下であること

③日常生活のために必要な資産以外に利用できる資

産などをもっていないこと

④負担能力のある親族などに扶養されていないこと

⑤介護保険料を滞納していないこと

１／２

１／４

軽減割合



●
環
境
問
題
は「
自
業
自
得
」

環
境
問
題
は
、
高
度
経
済
成
長
に

伴
う
公
害
を
中
心
に
し
た
も
の
か
ら
、

地
球
温
暖
化
や
廃
棄
物
問
題
な
ど
私

た
ち
の
日
常
生
活
に
起
因
す
る
も
の

へ
と
変
化
し
、
身
近
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
私
た
ち
一
人
一

人
が
環
境
問
題
の
起
因
者
で
あ
り
、

し
か
も
被
害
者
で
も
あ
る
の
で
す
。

●
沼
田
市
の
環
境
事
情

本
市
は
豊
か
な
自
然
を
有
し
、
美

し
い
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
私
た
ち
の
生

活
が
こ
う
し
た
美
し
い
自
然
を
消
費

し
、
徐
々
に
汚
し
て
い
る
の
で
す
。

市
内
を
流
れ
る
小
河
川
は
、
生
活
排

水
な
ど
の
流
入
に
よ
り
汚
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
家
庭
で
の
ビ
ニ
ー
ル
ご
み

の
焼
却
に
よ
る
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
大
気
や
土
壌
へ
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
放
出
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
道
端
に
投
げ
捨
て
ら
れ
散
乱
す

る
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
、
テ
レ
ビ
や

冷
蔵
庫
な
ど
の
不
法
投
棄
も
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
モ
ラ
ル
の
低
下
も
こ
れ

ら
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

●
エ
コ
ラ
イ
フ
の
す
す
め

地
球
に
や
さ
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル

を
「
エ
コ
ラ
イ
フ
」
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
が
す
ぐ
に
で
も
実
行
で
き

る
エ
コ
ラ
イ
フ
に
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
自
動
車
の
使
用
を
控
え
る

●
こ
ま
め
に
照
明
を
消
す

●
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

●
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
使
う

●
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
利
用
す
る

こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。
簡

単
に
実
行
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
、
み
ん
な
で
行
動
す
れ
ば
結
果

は
大
き
な
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。

少
し
ず
つ
、
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
生
活
環

境
係
1
内
線
７
７
３
７
２
へ
。

8

広報ぬまた 平成18年６月１日

始
め
ま
し
ょ
う
地
球
に
や
さ
し
い
こ
と

６
月
５
日
は
環
境
の
日
、
そ
し
て
６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
こ

の
日
は
国
連
が
定
め
た
「
世
界
環
境
デ
ー
」
で
も
あ
り
、
環
境

保
全
の
重
要
性
を
認
識
し
行
動
の
契
機
と
す
る
た
め
、
世
界
各

国
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

６
月
は
環
境
月
間

楽しみながら環境について学ぶことができる「ぬまた
環境フェスティバル」を開催します。
市民団体や民間企業の活動や取り組み、環境に関する
パネル、各種リサイクル商品、資源ごみの正しい分別排
出方法などをご紹介・展示します。
環境にやさしい商品が当たる抽選会も実施しますの

で、お気軽にお出かけください。
とき ６月24日(土)・25日(日)午前９時～午後４時
ところ 沼田市中央公民館

生活課生活環境係1内線７７３７２

ぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルぬまた環境フェスティバルご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
四
月

に
ま
た
発
生
し
ま
し
た
。
原
因
は
、

ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
ス
プ
レ
ー
缶
や

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
が
燃
や
せ
な
い

ご
み
袋
に
混
入
し
て
い
て
、
回
収
時

に
ガ
ス
が
漏
れ
だ
し
、
引
火
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
昨
年
度
か

ら
燃
や
せ
な
い
ご
み
袋(

透
明
に
青

字
の
袋)

で
は
な
く
、
指
定
金
属
袋

(
透
明
に
黒
字
の
袋
）
に
よ
る
分
別

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
や
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
分
別

方
法
の
再
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
、
昨
年
度
か
ら
販
売
さ
れ
て

い
る
燃
や
せ
な
い
ご
み
袋
に
は
、
ス

プ
レ
ー
缶
の
表
示
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
以
前
に
販
売
、
ま
た
は
売

れ
残
っ
て
い
る
古
い
袋
に
は
、
分
別

方
法
の
変
更
前
で
あ
る
ス
プ
レ
ー
缶

を
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
す
表

示
が
さ
れ
て
い
て
、
誤
解
を
ま
ね
い

て
い
る
こ
と
も
一
因
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
ク
リ
ー

ン
対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
３
、

ま
た
は
廃
棄
物
対
策
係
1
内
線
７

７
３
７
４
へ
。

火
災
警
報
発
令
！

 

ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

火
災
警
報
発
令
！

 

ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

バケツで稲を育てます（白沢保育園）



皆
さ
ん
は
悪
質
商
法
に
つ
い
て
ど

の
程
度
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
点
検

商
法
、
催
眠
商
法
、
送
り
つ
け
商
法
、

内
職
商
法
、
資
格
商
法
、
次
々
販
売

な
ど
。
た
と
え
ば
、『
送
り
つ
け
商

法
』
と
は
、
注
文
も
し
て
い
な
い
商

品
を
勝
手
に
送
り
つ
け
、
一
方
的
に

代
金
を
請
求
す
る
商
法
で
す
。
請
求

さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
お
金
を

払
う
必
要
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

法
律
で
は
、
相
手
に
引
き
取
り
を
請

求
し
た
場
合
は
七
日
間
、
そ
う
で
な

い
場
合
は
十
四
日
間
保
管
し
て
も
構

わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
悪
質
商
法
の
手
口
を
知

っ
て
お
く
こ
と
は
予
防
の
一
つ
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
悪
質
商

法
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
た
く

さ
ん
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
参
考
に

し
て
い
た
だ
き
、
悪
質
業
者
を
町
か

ら
追
い
出
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
七
年
度
は
、
約
四
割
が
身

に
覚
え
の
な
い
代
金
を
請
求
さ
れ
る

架
空
請
求
の
相
談
で
し
た
。
内
容
が

分
か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
あ
る
電
話
番
号
に
連
絡
す

る
と
、
お
金
を
振
り
込
め
と
脅
さ
れ

ま
す
の
で
絶
対
に
連
絡
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
、所
得
が
少
な
く
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

従
来
は
、
本
人
・
配
偶
者
と
世
帯

主
の
前
年
度
の
所
得
が
一
定
の
基
準

以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
を
受

け
る
と
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
半

額
が
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
十
八

年
七
月
か
ら
、
四
分
の
三
免
除
と
四

分
の
一
免
除
が
加
わ
り
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
免
除
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
に
係
る

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
比
べ
て
別

表
１
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
四
分
の
三
免
除
、
半
額
免
除
ま

た
は
四
分
の
一
免
除
の
承
認
を
受
け

た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納

め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り

ま
す
。

保
険
料
の
免
除
の
申
請
は
原
則
と

し
て
毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全

額
免
除
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
以
降

分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請(

継
続
申
請)

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す(

失
業
な
ど

に
よ
る
理
由
を
除
く
）。

今
ま
で
全
額
免
除
の
承
認
を
受
け

て
い
て
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、

半
額
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人

は
、
六
月
で
承
認
期
間
が
終
わ
り
ま

す
。
引
き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
場

合
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず

に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
1
０
５

７
０
○
１
１
６
５
、
ま
た
は
渋
川
社

会
保
険
事
務
所
1
０
２
７
９
○
１

６
１
１
へ
。

9 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

最
近
の
相
談
状
況

悪
質
商
法
に

注
意

「
消
費
生
活
の
窓
」

●　　　　　　　　　　●沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター沼田市消費生活センター
1○20１５００　ＦＡＸ○20１５０１

ところ 市役所東原庁舎２階
開所時間 午前９時から正午まで

午後１時から４時まで

相談件数 633件
(苦情564件、問い合わせ69件)
男女別 男241人、女371人、団体21
電話・来所別 電話418件、来所214

件、文書１件
市内外別 市内499件、市外134件

◆◆◆17年度の相談状況◆◆◆

新
た
に
２
つ
の
免
除
が

加
わ
り
ま
し
た

年金の窓口から

保
険
料
の
免
除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

07

22

別表１（免除期間に係る年金支給割合）
保険料免除割合

（残りの保険料を納めた場合）

全額免除

３／４免除
（１／４納付）
半額免除

（半額納付）
１／４免除

（３／４納付）

１／３

１／２

２／３

５／６

免除期間の年金額
（全額納めた場合と比べて）

年代別相談件数 販売購入形態別相談件数表

※マルチ・マルチまがいとは、販売組織に加入した人が、次々に友人や知人を勧誘し、ピラミ
ッド型に会員を増やしながら、商品などを販売していく商法のことをいいます

店舗購入
訪問販売
通信販売

マルチ・マルチまがい
電話勧誘販売
送りつけ商法
その他無店舗
不明・無関係



児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

六
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間

に
現
況
届
を
社
会
福
祉
課(

東
原
庁

舎)

、
白
沢
町
振
興
局
、
利
根
町
振

興
局
へ
直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
、
六
月
一
日
現
在
の
児

童
の
養
育
状
況
や
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
も
の
で
、

こ
れ
を
提
出
し
な
い
と
、
引
き
続
き

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
六
月
分
以
降

の
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
六
月
中

旬
に
現
況
届
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
記
入
済
の
事
項
に
つ
い
て
確
認

し
、
所
定
の
事
項
を
記
入
、
押
印
の

上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
厚
生
年
金

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
勤
務

先
の
証
明
が
必
要
で
す
。

な
お
、
平
成
十
七
年
分
の
所
得
申

告
は
必
ず
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
現
況
届
に

添
付
書
類
が
必
要
で
す
。

●
本
年
１
月
１
日
現
在
、
受
給
者
の

住
所
が
本
市
に
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
長
が
発

行
し
た
「
平
成
18
年
度
児
童
手

当
用
所
得
証
明
書
」
１
通

●
児
童
の
住
所
が
本
市
以
外
に
あ
る

場
合
に
は
「
そ
の
児
童
の
属
す
る

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
」
１

通
と
監
護
養
育
申
立
書(

社
会
福

祉
課
に
あ
り
ま
す)

※
本
年
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
小
学

校
６
年
生
の
年
度
末
ま
で
の
児
童

が
支
給
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
所
得
制
限
額
が
引
き
上
げ
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
今
ま
で
も
ら

え
な
か
っ
た
人
も
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
済
ん
で

い
な
い
場
合
は
、
９
月
末
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
特
例

で
４
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
女

性
児
童
係(

東
原
庁
舎
１
階)

1
電
話

７
７
２
５
８
へ
。

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
親
、
ま
た
は
そ

の
児
童
と
同
居
し
、
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
額

が
、四
月
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
後
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
児
童
一
人
の
場
合

●
全
部
支
給

月
額
四
万
一
千
七
百

二
十
円(

改
定
前
四
万
一
千
八
百

八
十
円)

●
一
部
支
給

月
額
四
万
一
千
七
百

十
円
か
ら
九
千
八
百
五
十
円(

所

得
に
応
じ
た
支
給
額)

※
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額
に
改
定

は
あ
り
ま
せ
ん

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
女

性
児
童
係(

東
原
庁
舎
１
階)

1
電
話

７
７
２
５
８
へ
。
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― 

添
付
書
類 

―

受
給
者
の
皆
さ
ん

児
童
手
当
現
況
届
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

小学校６年生の年度末までの児童が支給対象になりました。手続きをお忘れなく！

◇
児
童
扶
養
手
当
額

改
定
の
お
知
ら
せ
◇



市
で
は
、
安
心
と
ゆ
と
り
を
持
っ

て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

た
め
、「
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い

人
」と「
育
児
を
手
伝
い
た
い
人
」
が

会
員
と
な
り
、
子
育
て
を
地
域
で
支

え
合
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

八
月
の
援
助
活
動
開
始
に
向
け

て
、
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
実
施
主
体
　
沼
田
市

(

運
営)

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
瀬
な
で
し

こ
の
会

●
開
設
日
　
６
月
１
日

●
場
所
　
沼
田
市
上
原
町
一
七
二
五

―
一
1

２
４
４
７

●
開
設
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

(

休
日
・
年
末
年
始
を
除
く)

●
開
設
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時

●
援
助
活
動
開
始
日
　
８
月
１
日

●
ま
か
せ
て
会
員

市
内
在
住
か
在
勤
で
、
育
児
の
援

助
を
行
い
た
い
人

●
お
願
い
会
員

市
内
在
住
か
在
勤
で
、
生
後
３
カ

月
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
い
る
人

●
ど
っ
ち
も
会
員

「
お
願
い
会
員
」
と
し
て
子
ど
も

を
預
か
っ
て
も
ら
い
、
時
に
は

「
ま
か
せ
て
会
員
」
と
し
て
預
か

る
こ
と
も
可
能
な
人

Ｑ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
っ
て
な
に
？

Ａ
突
発
的
な
理
由
な
ど
で
、
子
育
て

の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人(

お

願
い
会
員)

と
、
子
育
て
の
手
伝

い
を
し
た
い
人(

ま
か
せ
て
会
員)

を
橋
渡
し
す
る
組
織
で
、
登
録
し

た
会
員
相
互
の
信
頼
関
係
を
も
と

に
、
地
域
全
体
で
子
育
て
家
庭
を

支
援
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

Ｑ
会
員
に
な
る
に
は
？

Ａ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
入
会
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真

二
枚
を
添
え
て
セ
ン
タ
ー
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
会
に

際
し
て
は
、
説
明
会
や
講
習
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
会
費
は
か
か
る
の
？

Ａ
入
会
金
や
年
会
費
は
か
か
り
ま
せ

ん
が
、
万
一
の
事
故
に
備
え
補
償

保
険
に
加
入
し
ま
す
。
保
険
料
は

市
が
負
担
し
ま
す
。

Ｑ
知
ら
な
い
人
に
子
ど
も
を
預
け
る

の
は
不
安
で
す
が
…
？

Ａ
実
際
に
預
け
る
、
預
か
る
こ
と
を

想
定
し
、
職
員
が
同
行
し
て
事
前

に
打
ち
合
わ
せ(

ま
か
せ
て
会
員

と
の
顔
合
わ
せ)
を
行
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Ｑ
ど
ん
な
援
助
を
お
願
い
で
き
ま
す

か
？

Ａ
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
の
開
始
前

や
終
了
後
の
預
か
り

▼
保
育
園
や
幼
稚
園
ま
で
の
送
迎

▼
学
校
の
放
課
後
や
学
童
ク
ラ
ブ
終

了
後
の
預
か
り

▼
保
護
者
の
病
気
や
休
養
な
ど
の
場

合
の
預
か
り

▼
そ
の
他
会
員
の
仕
事
と
育
児
の
両

立
の
た
め
の
援
助

▼
買
い
物
な
ど
外
出
の
際
の
預
か
り

Ｑ
費
用
は
か
か
り
ま
す
か
？

Ａ
援
助
活
動
の
報
酬
額
基
準
表(

別

表
の
と
お
り)

に
定
め
ら
れ
た
金

額
を
援
助
終
了
後
、
お
願
い
会
員

は
ま
か
せ
て
会
員
に
支
払
い
ま
す
。
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■
セ
ン
タ
ー
の
概
要

■
会
員
の
種
類

■
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

別表
＜報酬額基準表＞

◆利用したときの料金表(1時間あたり)

※交通費、ミルク代などはお願い会員の実
費負担となります。

時　間

午前7時～午後7時

上記以外

月～金

700円

800円

土･日･祝日
（年末年始）

800円

900円

ご利用ください！
「学童クラブ」

学童クラブでは、保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学生を

放課後や長期休業日(夏休み・冬休み・春休み)にお預かりし、遊びを

中心とした指導・育成を行っています。

各学童クラブの連絡先および所在地は、次のとおりです。

詳しいことは、各クラブへお問い合わせください。

名　　称

沼 田 学 童 保 育 所

めぐみ学童クラブ

さくら学童クラブ

沼田東学童クラブ

ちぐさ学童クラブ

なでしこ学童クラブ

しらさわ学童クラブ

東原新町1931(十王公園前) 

清水町4330(めぐみ保育園内) 

西倉内町746(沼田小学校内) 

東原新町1801-1(沼田東小学校内)

柳町394(ちぐさ幼稚園内) 

上原町1725-1 

白沢町平出73-1(こども交流館内)

23-0002

24-4163

22-8888

23-2155

23-3324

22-0705

20-9048

所　　在　　地 連絡先

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

「
沼
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」

沼
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
1
○
２
４
４
７

社

会

福

祉

課

女

性

児

童

係
1
内
線
７
７
２
５
７
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市
で
は
、
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
、
一
時
保
育
と
病
後
児

保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん
を
、
一
時
的
に
お
預

か
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■
利
用
条
件

▽
一
週
間
に
２
〜
３
日
程
度
仕
事
を

し
て
い
る
人

▽
病
気
や
家
族
の
看
護
で
育
児
が
困

難
に
な
っ
た
時

▽
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時
的
に
育
児

が
困
難
に
な
っ
た
と
き

▽
子
育
て
か
ら
少
し
離
れ
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
と

き
な
ど

■
利
用
日
数

１
週
間
に
３
日
以
内
、

ま
た
は
１
カ
月
に
14
日
以
内

■
申
し
込
み
方
法

直
接
、
別
表
の

一
時
保
育
実
施
保
育
園
へ

保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

る
お
子
さ
ん
が
病
気
の
回
復
期
に
あ

り
、
自
宅
で
療
養
さ
せ
た
い
が
家
庭

で
の
育
児
が
困
難
な
と
き
に
一
時
的

に
お
預
か
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

実
施
す
る
保
育
園
で
は
、
専
用
の

ス
ペ
ー
ス
で
、
看
護
師
一
人
を
配
置

し
対
応
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
条
件

保
育
園
や
幼
稚
園
に

通
園
し
て
い
る
児
童
で
、
病
気
の

回
復
期
や
け
が
に
よ
り
保
育
園
・

幼
稚
園
で
の
保
育
が
困
難
で
、
仕

事
な
ど
の
理
由
に
よ
り
家
庭
で
の

育
児
が
で
き
な
い
と
き

■
定
員

１
日
に
２
人
以
内

■
利
用
料

１
日
千
円(

昼
食
代
な
ど)

■
申
し
込
み
方
法

利
用
希
望
日
の

前
日
ま
で
に
、
実
施
保
育
園
に
仮

予
約
を
し
て
詳
細
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
後
、
必
要
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

■
実
施
保
育
園

沼
田
恵
保
育
園

(

清
水
町
４
３
３
０)

1

４
１
６
３

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
女

性
児
童
係
1
内
線
７
７
２
５
７
へ
。
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一
時
保
育
と
は
？

病
後
児
保
育
と
は
？

【一時保育実施保育園一覧】

沼田恵保育園

ぬまた南保育園

川 田 保 育 園

保 育 園 名 所 在 地 対象年齢 利 用 時 間 利用料金(日額) 電　話

清水町4330

東原新町1411-5

下川田町540

24-4163

22-5519

23-1599

10カ月から

就学前まで

10カ月から

就学前まで

１歳から

就学前まで

平　日 8:30～16:00

土曜日 要相談

平　日 8:30～16:30

土曜日 8:30～12:00

平　日 8:30～16:30

土曜日 8:30～12:00

一律　 2,000円

3歳以上1,500円

3歳未満2,000円

3歳以上1,500円

3歳未満2,000円

｢のびのび学級｣
育児教室のお知らせ！

１歳から３歳のお子さんを対象に育児教室を

開催します。

お子さんと一緒にスキンシップを図りながら、

仲間づくりをしてみませんか。

とき・内容 日程表のとおり

時間 午前10時から11時30分まで

(９月と11月は午後２時まで)

ところ 利根保健福祉センター

対象 １～３歳児と保護者

講師 保育士　永井みつえさん

栄養士　大竹武子さん

参加費 無料

定員 20組(先着順)

申し込み ７月７日(金)までに、利根町振興局市

民課保健係1内線43へ

《のびのび学級日程表》

回

１

２

３

４

５

６

７月14日(金)

８月18日(金)

９月21日(木)

10月12日(木)

11月20日(月)

12月18日(月)

お友達になりましょう

温水プールで遊ぼう

外へでかけよう(沼田公園)

体を動かそう

簡単おやつをつくろう

クリスマス会

月　日 内　　容



市
で
は
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

を
対
象
に
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
の
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

実
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
知
識
と
心

配
り
で
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
親
と
し
て
の
気
持
ち
が
楽

に
な
り
、
子
育
て
が
楽
し
い
と
感
じ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

と
き

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ

利
根
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

具
体
的
な
方
法
を
学
ぶ

①
７
月
５
日(

水)
…
話
の
聞
き
方

②
７
月
11
日(

火)

…
話
の
語
り
方

③
７
月
20
日(

木)

…
問
題
対
立
の

解
決
方
法

対
象

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

講
師

幼
児
教
育
講
師

親
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

小
山
百
合
子
さ
ん

参
加
費

無
料

定
員

20
人(

先
着
順)

締
め
切
り

６
月
27
日(

火)

※
お
子
さ
ん
の
保
育
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
振
興
局

市
民
課
保
健
係
1
内
線
４
３
へ
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た

「
消
防
署
親
子
見
学
会
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

と
き

８
月
19
日(

土)

午
前
９
時
30

分
か
ら
正
午
ま
で(

雨
天
中
止)

と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部

(

高
橋
場
町)

内
容

放
水
体
験
や
は
し
ご
車
の
搭

乗
体
験
な
ど

定
員

100
人

参
加
資
格

小
学
生
と
そ
の
家
族

申
し
込
み

７
月
20
日(

木)

ま
で
に

往
復
は
が
き
に
参
加
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学

年
を
記
入
の
上
、
〒
３
７
８
―

０
０
５
６
沼
田
市
高
橋
場
町
２
０

４
９
―
１
利
根
沼
田
広
域
消
防
本

部
親
子
見
学
会
係
へ

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
す
。
ま

た
、
抽
選
結
果
は
、
７
月
末
ま
で

に
返
信
は
が
き
に
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
沼
田
広
域

消
防
本
部
警
防
課
1

３
１
３
９
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ
。
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「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

子
育
て
学
習
会
の
お
知
ら
せ
！

消
防
署
親
子
見
学
会

参
加
者
募
集消防署親子施設見学会の参加者を募集！

消防署親子施設見学会の参加者を募集！
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「
国
民
の暮

ら
し
を
支
え
る

納
税
の
義
務
」

平
成
十
七
年
度
税
に
関
す
る
標
語

沼
田
市
長
賞
沼
田
中
学
校
中
澤
翔
さ

ん
の
作
品

＝
市
税
の
滞
納
処
分
と
延
滞
金
＝
徴

税
吏
員
と
マ
ル
サ
の
関
係

皆
さ
ん
は
「
マ
ル
サ
の
女
」
と
い
う

映
画
を
観
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
国
税
庁
の
女
性
職
員
が
脱

税
を
摘
発
す
る
物
語
で
し
た
。

市
役
所
に
は
税
務
課
が
あ

り
、
こ
れ
に
代
わ
り
徴
税
吏

員
、
市
税
犯
則
事
件
調
査
吏
員

が
い
ま
す
。
市
税
の
課
税
や
徴

収
に
関
し
て
は
、
国
税
徴
収
法

や
国
税
犯
則
取
締
法
を
準
用
し

た
権
限
を
持
っ
て
お
り
、
捜
査

令
状
な
し
の
捜
索
権
限
や
財
産

調
査
、
裁
判
抜
き
の
財
産
差
し

押
さ
え
や
公
売
な
ど
の
換
価
も

可
能
で
す
。
な
ぜ
こ
の
権
限
を
自
治

体
職
員
に
も
与
え
て
い
る
の
か
で
す

が
、
地
方
自
治
＝
税
の
課
税
自
主
権

と
徴
収
権
限
の
確
保
の
た
め
で
す
。

●
納
期
限
と
延
滞
金

税
金
は
年
度
当
初
に
全
額
納
付
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
理
想
的
で
す

が
、
税
目
に
よ
っ
て
は
一
回
で
納
め

る
の
は
大
変
な
の
で
、
納
期
を
数
回

に
分
け
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

市
の
支
出
は
、
納
期
ご
と
に
税
金

が
納
め
ら
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
納
期

を
過
ぎ
た
納
税
に
は
延
滞
金
が
付
き

ま
す
。
延
滞
金
は
、
最
初
の
一
カ
月

は
年
四
・
一
％(

公
定
歩
合
に
よ
り

変
動)

そ
の
後
は
十
四
・
六
％
の
率

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
延
滞
金
は
、
本

税
と
同
様
に
差
し
押
さ
え
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
災
害
や

納
税
義
務
者
の
病
気
や
失
業
な

ど
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き

は
納
税
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
滞
納
処
分
と
公
売

差
し
押
さ
え
は
滞
納
者
の
特

定
の
財
産
処
分
を
禁
止
し
、
こ

れ
を
換
価
で
き
る
状
態
に
お
く

強
制
的
な
処
分
で
す
。
こ
れ
は
、

財
産
調
査
か
ら
始
ま
り
、
給

料
・
預
金
・
売
掛
金
な
ど
の
債

権
や
有
価
証
券
、
バ
イ
ク
・
自

動
車
な
ど
の
動
産
、
土
地
・
建

物
な
ど
の
不
動
産
、
特
許
権
や
著
作

権
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
お
よ
び
ま
す
。

動
産
や
不
動
産
の
換
価
は
、
一
般
的

に
は
公
売
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
市

で
は
動
産
の
処
分
を
し
や
す
く
す
る

こ
と
や
入
札
の
機
会
を
増
や
す
た

め
、
十
八
年
度
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
徴
収
対

策
室
1
内
線
３
１
４
０
へ
。
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税
務
③

参
加
費

千
九
百
円

※
申
し
込
み
後
の
参
加
費
の
払
い
戻

し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
欠
席
の
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
代
わ
り
の
人
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す

持
ち
物

弁
当
・
水
筒
・
雨
具
な
ど

履
物

登
山
靴
、
ま
た
は
履
き
慣
れ

た
運
動
靴

申
し
込
み

６
月
13
日(

火)

か
ら
23

日(

金)

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て

中
央
公
民
館
へ

※
地
区
公
民
館
で
は
、
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
１

４
３
へ
。

中
央
公
民
館
で
は
、
市
民
ハ
イ
キ

ン
グ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

九
十
九
回
目
と
な
る
今
回
の
行
き

先
は
、
栃
木
県
日
光
市
の
戦
場
ヶ
原

で
す
。
戦
場
ヶ
原
は
、
標
高
一
、
四

〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
広
が
る
大
規
模
な

湿
原
で
、
特
別
保
護
地
区
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
春
の
遅
い
こ
の
地
域

で
は
、
七
月
ご
ろ
が
色
と
り
ど
り
の

高
山
植
物
を
楽
し
め
る
季
節
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
野
鳥
の
種
類
が
大
変

多
い
の
で
も
有
名
で
す
。

今
回
は
、
湯
滝
を
出
発
し
戦
場
ヶ

原
自
然
研
究
路
を
通
り
、
竜
頭
の
滝

ま
で
行
く
、
約
六
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で

す
。
ほ
と
ん
ど
平
坦
な
コ
ー
ス
な
の

で
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
人

ま
で
ゆ
っ
く
り
と
花
や
景
色
を
観
賞

し
な
が
ら
歩
け
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
き

７
月
９
日(

日)

午
前
７
時
市
役
所
前
出
発

午
後
５
時
帰
着
予
定

※
雨
天
決
行

定
員

80
人(

先
着
順)

昨年の市民ハイキングの様子

〜
美
し
い
緑
と
澄
ん
だ
空
気
が
が
あ
な
た
を
潤
す
〜



●「
専
門
用
語
は
使
わ
ず
に
、
な
る

べ
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
接
客
す

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。」
と

お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ボ

ー
ダ
フ
ォ
ン
沼
田
に
お
勤
め
の
大
竹

志
津
江
さ
ん
で
す
。

(

26
歳)

●
お
店
で
は
主
に
、
料
金
プ
ラ
ン
や

機
種
な
ど
の
提
案
、
操
作
方
法
の
説

明
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
に
就
い
て

三
年
、
常
連
の
お
客
さ
ま
に
接
客
を

指
名
さ
れ
た
と
き
に
は
、
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

●
休
日
に
は
、
読
書
や
ド
ラ
イ
ブ
を

楽
し
み
ま
す
。
沼
田
は
、
緑
や
温
泉

が
多
く
、
景
色
を
見
な
が
ら
ド
ラ
イ

ブ
を
し
た
り
、
温
泉
に
つ
か
っ
て
ス

ト
レ
ス
を
発
散
で
き
る
の
が
良
い
で

す
ね
。
ま
た
、
料
理
が
大
好
き
で
、

特
に
、
冷
蔵
庫
の
残
り
物
を
使
っ
て

料
理
を
作
る
の
が
得
意
で
す
。

●
沼
田
で
も
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
や
、
有
名
な
ア
ー
チ
ス
ト
の
音
楽

や
演
劇
な
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
も
っ

と
た
く
さ
ん
あ
る
と
良
い
で
す
ね
。

●
将
来
は
、
英
会
話
を
勉
強
し
て
異

文
化
交
流
を
す
る
こ
と
が
夢
で
す
。

大竹志津江さん(下川田町)

夢
は
、
異
文
化
交
流
！

ふりートーク�

ふりートーク�

230

15 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

ま
れ
た
、
沼
田
の
風
物
を
俳
句
に
詠

み
、
あ
な
た
の
日
常
の
感
動
を
表
現

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

応
募
作
品

四
季
を
通
じ
て
の
吹
割

渓
谷
と
沼
田
の
風
物
を
詠
ん
だ
も

の
。
た
だ
し
、
自
作
の
未
発
表
作

品
に
限
り
ま
す

応
募
方
法

市
教
育
委
員
会
、
白
沢

町
教
育
支
所
、
利
根
町
教
育
支
所

に
あ
る
、
本
大
会
規
定
の
投
句
用

紙(

中
学
生
は
学
校
か
ら
配
布)

を

使
用
。
作
品
の
ほ
か
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
利
根
町
教
育
支
所

へ(

郵
送
可)

沼
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

応
募
も
可(h

ttp://w
w
w
.city.n

um
ata.gunm

a.jp/)

■
一
般
の
部

二
句
一
組
で
投
句
数

に
制
限
な
し
。
一
組
に
つ
き
投
句

料
千
円(

作
品
に
現
金
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

場
合
は
、
郵
便
定
額
小
為
替
で
お

願
い
し
ま
す
）

■
小
中
学
生
の
部

投
句
料
は
無

料
。
一
人
四
句
以
内

締
め
切
り

一
般
の
部
　
７
月
31
日(

月)

小
中
学
生
の
部
　
８
月
31
日(

木)

※
当
日
の
消
印
有
効

あ
て
先

〒
３
７
８
―
０
３
９
８

沼
田
市
教
育
委
員
会
利
根
町
教
育

支
所
内
「
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大

会
」
実
行
委
員
会
事
務
局

入
賞

応
募
者
全
員
に
参
加
賞

□
一
般
の
部

特
選
・
特
別
賞
・
優

秀
賞
・
連
続
投
句
賞

□
小
中
学
生
の
部

特
選
・
優
秀
賞

・
入
選
　

応
募
作
品
の
取
り
扱
い

①
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

②
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
市
と
市
教

育
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
教
育
支

所
地
域
教
育
係
1
内
線
１
２
４
へ
。

そ
の
「
吹
割
の
滝
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
俳
句
を
全
国
か
ら
投
句
し
て
い
た

だ
き
、
今
年
で
十
六
回
目
を
迎
え
ま

す
。
吹
割
渓
谷
や
豊
か
な
自
然
に
恵

『
滝
は
吹
割
　
片
品
渓
谷
』
と
上
毛

か
る
た
に
も
詠
ま
れ
る「
吹
割
の
滝
」

は
、
国
の
天
然
記
念
物
お
よ
び
名
勝

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

－ 昨年の作品紹介 －

一
般
の
部

滝
落
ち
て
　
一
直
線
に
　
深
む
秋

沼
田
市
　
　
星
野
　
日
左
女

中
学
生
の
部

迦
葉
か
ら
　
天
狗
の
う
ち
わ
が
　
秋
は
こ
ぶ

池
田
中
学
校
三
年
　
　
小
野
　
誓
士

特
選
作
品

(

敬
称
略)

吹割渓谷と沼田市の風物を

詠んだ作品を募集します

第16回全国ふきわれ俳句大会



建
築
技
術
職(

建
築
主
事)

１
人

昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
建
築
主
事
経
験
者
ま

た
は
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者

※
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
十
六
条
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
人

▼
第
一
次
試
験

書
類
選
考

▼
第
二
次
試
験

第
一
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
７

月
下
旬
に
面
接
試
験
を
実
施

第
二
次
試
験
の
合
格
者
を
採
用
候

補
者
名
簿
に
登
録
し
、
そ
の
中
か
ら

任
命
権
者
が
採
用
を
決
定

沼
田
市
初
任
給
基
準
に
よ
り
決

定
、
こ
の
ほ
か
該
当
者
に
は
通
勤
手

当
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、
期

末
・
勤
勉
手
当
な
ど
を
支
給

▼
申
込
書
の
請
求

総
務
課
職
員
係
へ
。
ま
た
、
郵
送

で
の
請
求
も
で
き
ま
す

▼
提
出
書
類

所
定
の
採
用
試
験
申
込
書
と
受
験

番
号
通
知
書
、
卒
業
証
明
書
、
資

格
証
明
書

▼
提
出
方
法

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
同
係
ま
で

▼
受
付
期
間

６
月
12
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で(

土
・
日
、
祝
日
を
除
く)

郵

送
の
場
合
は
、
７
月
７
日
ま
で
の
消

印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線

３
２
１
４
へ
。

健
康
課
で
は
、
保
健
師
資
格
の
あ

る
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み

沼
田
市
臨
時
職
員
登
録

申
込
書
兼
履
歴
書
に
保
健
師
国
家

資
格
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、

健
康
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

受
付
期
間

平
成
18
年
６
月
１
日

(

木)

か
ら
20
日(

火)

ま
で
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で(

土
日
、
祝
日
は
除
く)

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
保
健
係

1
内
線
７
６
２
０
３
へ
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で

は
、
平
成
18
年
度
個
人
向
け
普
通

救
命
講
習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。費

用
は
無
料
で
、
受
講
者
に
は
講

習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
実
施
時
期
・
場
所

・
第
１
回
　
６
月
25
日(

日)

北
消
防
署(

み
な
か
み
町
湯
原)

・
第
２
回
　
８
月
20
日(

日)

中
央
消
防
署(

高
橋
場
町)

・
第
３
回
　
10
月
８
日(

日)

東
消
防
署(

利
根
町
平
川)

・
第
４
回
　
11
月
26
日(

日)

西
消
防
署(

み
な
か
み
町
羽
場)

・
第
５
回
　
１
月
28
日(

日)

中
央
消
防
署(

高
橋
場
町)

※
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で(

午
前

８
時
30
分
か
ら
受
付
開
始)

○
定
員

中
央
消
防
署
…
20
人
、

東
・
西
・
北
消
防
署
…
各
15
人

○
費
用

無
料

○
申
し
込
み

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
最
寄
り
の
各

消
防
署
に
電
話
、
ま
た
は
直
接
消

防
署
へ(

土
・
日
、
祝
日
も
受
け

付
け
ま
す)

○
締
め
切
り

各
実
施
日
の
２
日
前

ま
た
は
定
員
に
な
り
次
第

詳
し
い
こ
と
は
各
消
防
署
へ
。

・
中
央
消
防
署
　
1

１
７
３
４

・
東
消
防
署
　
1

２
３
０
０

・
西
消
防
署
　
1

０
０
０
２

・
北
消
防
署
　
1

４
３
４
９
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市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集市職員を募集
市では、平成18年10月１日に

採用する職員を、次のとおり募集します
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募
　
集
　
職
　
種

受
　
験
　
資
　
格

試

験

の

方

法

合

格

・

採

用

給

　

　

　

与

申
し
込
み
手
続
き

保健師の
臨時職員を募集
保健師の

臨時職員を募集
保健師の

臨時職員を募集
保健師の
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保健師の

臨時職員を募集
保健師の

臨時職員を募集
保健師の

臨時職員を募集
保健師の

臨時職員を募集
健康課保健係
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平
成
18
年
度

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
も
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

の
使
用
法
と

心
肺
蘇
生
法
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
度



本
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
童
謡
作

詞
家
の
林
柳
波
を
顕
彰
す
る
た
め
、

童
謡
詩
を
全
国
に
呼
び
か
け
て
募
集

し
ま
す
。

柳
波
の
千
余
編
を
超
え
る
詩
の
中

に
は
、
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
ふ

る
さ
と
沼
田
の
思
い
出
や
、
母
を
詠

っ
た
「
帰
省
」「
天
桂
寺
の
一
本
橋
」

「
母
を
懐
ふ
」
な
ど
多
数
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
心
の
想
い
を
童
謡
詩
に

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

特
に
制
限
な
し

応
募
作
品

童
謡
詩(

テ
ー
マ
、
形

式
は
自
由)

一
人
一
編
、

自
作
、

未
発
表
の
作
品
に
限
る

応
募
方
法

400
字
詰
め
の
原
稿
用
紙

(

Ａ
４
版)

を
使
用
し
、
１
枚
目
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業(

学
校
名
、
学
年)

電
話
番
号

を
記
入
、
２
枚
目
以
降
に
題
名
と

作
品
を
書
い
て
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
へ

審
査
員

岸
田
衿
子
さ
ん(

詩
人
・

童
話
作
家)

、
中
川
李
枝
子
さ
ん

(

童
話
作
家)

、
高
階
杞
一
さ
ん

(

詩
人)

、
沼
田
市
長

締
め
切
り

９
月
４
日(

月)(

郵
送
の

場
合
は
当
日
の
消
印
有
効)

入
賞「

柳
波
賞
」
１
点(

副
賞
30
万
円)

※
小
中
学
生
の
部
か
ら
選
ば
れ
た

場
合
は
図
書
券
３
万
円

一
般
の
部

「
優
秀
賞
」
１
点(

副
賞
10
万
円)

「
佳
作
」
５
点

小
中
学
生
の
部(

以
下
を
含
む)

「
優
秀
賞
」
１
点(

副
賞
図
書
券

２
万
円
分)

「
佳
作
」
５
点

応
募
作
品
の
取
り
扱
い

①
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

②
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
沼
田
市

と
沼
田
市
教
育
委
員
会
に
帰
属
し

ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
社
会
教
育
係
1
内
線
３
３

３
２
へ
。
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沼
田
市
と
利
根
郡
各
町
村
消
防
団
代

表
チ
ー
ム
参
加
に
よ
る
利
根
沼
田
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
左
記
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。
沼
田
市
消
防
団
か
ら
は

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
三
台
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
に
四
台
が
出
場
し
ま
す
。

と
き

６
月
４
日(

日)

午
前
９
時
開
始

と
こ
ろ

沼
田
公
園
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
荒
天
な
ど
の
場
合
は
、
６
月
11
日(

日
）

に
昭
和
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防
災
係

1
内
線
３
３
６
２
へ
。

みなさまの暖かいご声援を！

防災豆知識

昨年の関東甲信地方の梅雨入りは６月10日ころでした。今回は梅

雨入りを間近にひかえ、雨の強さについて市民の皆さんと学びたい

と思います。

小雨　(時間雨量１ミリ未満)
地面がかすかに湿る、傘なしでもレインコートで間に合う

弱い雨　(時間雨量１～５ミリ)
シトシトと降る、地面がすっかり湿る

雨　(時間雨量５～10ミリ)
本降りになる、地面に所々水たまりができる

やや強い雨　(時間雨量10～20ミリ)
ザーザーと降る、地面に一面水たまりができる

強い雨（時間雨量20～30ミリ）
どしゃ降り、傘をさしていても濡れる、ワイパーを速くしても見

づらい、側溝や下水、小川があふれる、小規模のがけ崩れが始ま

る

激しい雨（時間雨量30～50ミリ）
バケツをひっくり返したように降る、道路が川のようになる、車

のブレーキが効かなくなる、下水管があふれる、山崩れやがけ崩

れが起こりやすくなる、所により避難の準備が必要

非常に激しい雨（時間雨量50～80ミリ）
滝のように降る、水しぶきで辺り一面が白っぽくなる、視界が悪

くなる、車の運転は危険、土石流が起こりやすい、多くの災害が

発生する

猛烈な雨（時間雨量80ミリ以上）
息苦しいような圧迫感がある、恐怖を感じる、大規模な災害の起

こるおそれが強くなる、厳重な警戒が必要

沼田市では、市内において災害が発生する（発生するおそれがあ

る）場合は、災害警戒本部や災害対策本部を設置して情報収集を行

い災害対策を行います。市民の皆さんには、消防団やエフエムOZE

などを通じて必要な情報を流します。災害が発生するおそれを感じ

た場合は、防災マップで指定された避難場所へ速やかに避難しまし

ょう。
詳しいことは、総務課消防防災係1内線３３６１へ。
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広報ぬまた 平成18年６月１日

ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

沼田市国際交流協会講演会に、在日本国キル
ギス共和国クタノフ・アスカル特命全権大使
が民俗帽子「カルパック」をかぶって講演し、
中央アジアの国、キルギス共和国の風土や文
化、歴史などが、ビデオなどで紹介されました。

５月21日(日)

キルギス共和国を紹介
国際交流協会講演会

第28回を迎える沼田茶道会の花の大茶会が沼
田公園で開かれ、ツツジやチューリップの見
ごろを迎えた公園を訪れた人たちは、色とり
どりの花を楽しみながら、各流派の茶席を巡
り、晴天に恵まれた春の茶会を楽しみました。

５月14日(日)

各流派がお点前
花の大茶会

生涯スポーツとして、誰もが気楽に楽しめる
グラウンドゴルフ。今大会は、１３０人の参
加により白沢町の三沢交流広場で開催されま
した。新緑に包まれたコースに、参加者は交
流を深めながら、さわやかな汗を流しました。

５月21日(日) 

ベスグロを目指して
婦人会グランドゴルフ大会

利根町の日帰り入浴施設｢しゃくなげの湯｣で
恒例の山菜・そばまつりが開かれ、温泉を訪
れた入浴客は、コシアブラやサンショウ、ミ
ツバなどの山菜てんぷらや打ちたてのそばを
味わいながら、春の一日を楽しんでいました。

５月13(土)

旬の山菜に打ちたてのそば
春の山菜・そばまつり



沼
田
市
土
地
開
発
公
社
が
保
有
す

る
土
地
を
一
般
公
募
に
よ
り
二
区
画

売
却
処
分
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
応
募
要
項
を
ご

覧
に
な
り
、
売
却
の
条
件
な
ど
を
確

認
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

売
却
土
地
の
表
示

◎
沼
田
市
薄
根
町
字
薄
根
３
４
５

７
―
10
外
２
筆

◎
沼
田
市
戸
鹿
野
町
字
蕨
平
３
２

４
番
地
４

応
募
要
項
配
布
場
所

建
設
部
都
市

計
画
課
内
沼
田
市
土
地
開
発
公
社

（
北
庁
舎
２
階
）
に
て
６
月
５
日

(

月)

か
ら
６
月
23
日(

金)

ま
で
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で(

土
・
日
、
祝
日
は
除
く)

申
込
受
付
期
間

６
月
５
日（
月
）か

ら
６
月
30
日(

金)

ま
で
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で(

土
・
日
、
祝
日
は
除
く)

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
受
け
付

け
は
い
た
し
ま
せ
ん

※
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
区
画

は
抽
選
を
行
い
ま
す

※
決
定
ま
た
は
抽
選
日
時
・
場
所
は

本
人
に
連
絡
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
公
社
1
内

線
４
２
２
４
、
４
２
２
５
へ
。
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市
の
制
度
融
資

制
度
融
資
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
商
業
振
興
係
1
３
２
５
３
へ
。

小口資金

運転資金
設備資金

1,250万円

運転６年以内
設備８年以内
（うち据置
６カ月以内）

2.4%
取　　扱
金融機関

市内で同一事業を１年
以上営んでいる中小企
業者と中小企業団体で
市税を完納しているも
の。ただし、個人事業
者については、市内に
1年以上居住している
もの

中 小 企 業
設備近代化資金

設備資金 1,000万円
８年以内
（うち据置
１年以内）

2.4%
取　　扱
金融機関

市内で同一事業を１年
以上営んでいる中小企
業者と中小企業団体で
市税を完納しているも
の

中 小 企 業
経営振興資金

構造改善・
関連企業の
倒産などに
よる経営安
定のための
運転資金、
設備近代化
を図った場
合の増加運
転資金、他
業種への転
換資金

中小企業者
1,000万円
中小企業団体
2,000万円

６年以内
（うち据置
１年以内）

2.4%
取　　扱
金融機関

市内で同一事業を１年
以上営んでいる中小企
業者と中小企業団体で
市税を完納しているも
の

労 働 環 境
整 備 資 金

社宅･独身
寮、スポーツ･
保健施設、
託児施設、
保養所など
の整備資金

中小企業者
3,000万円
中小企業団体
6,000万円

10年以内
（うち据置
１年以内）

2.3％
(信用保証付
は1.9％)

沼田行政
事 務 所

市内に店舗や工場また
は事業所を有する中小
企業者と中小企業団体

勤　労　者
生 活 資 金

医療費･冠
婚葬祭費･
教育費･災
害復旧費･
耐久消費財
購入費

150万円 ５年以内 2.5%
中央労働金庫
沼田支店

市内に１年以上居住ま
たは市内の同一事業所
に１年以上勤務する勤
労者で、前年の源泉徴
収票と所得証明書など
が提出でき資金の償還
が確実と認められる人

勤　労　者
住宅建設資金

住 宅 資 金
(新築･増改
築資金、住
宅･土地購
入資金)

600万円 20年以内 2.4%
取　　扱
金融機関

市内に１年以上居住ま
たは市内の同一事業所
に１年以上勤務する勤
労者で、市内に自分の
居住する住宅の敷地を
取得または住宅を建築
(購入)しようとする人

特別小口資金

従業員20人以下(商業･
サービス業は５人以下)
の小企業者で過去１年
間に市民税所得割が課
税され完納しているも
ので、他の保証付融資
を利用していないもの

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

中
小
企
業
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

勤
労
者
向
け
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

県
と
の
協
調
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

市
の
制
度
融
資

制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み制　度　名 資金使途 限 度 額 期　　　間 利　率 申し込み



広報ぬまた 平成18年６月１日

平
成
十
六
年
四
月
に
仲
間
三
人

と
始
め
、
現
在
は
十
三
人
の
仲
間

と
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

相
手
の
力
の
流
れ
に
自
分
を
合

わ
せ
て
技
を
か
け
る
。
体
格
に
左

右
さ
れ
ず
、
礼
儀
作
法
、
対
人
適

応
力
も
身
に
つ
き
ま
す
。
昨
今
の

社
会
情
勢
を
考
え
て
も
、
護
身
の

面
で
効
果
は
大
き
く
、
健
康
的
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果
は
抜
群
で

す
。
メ
ン
バ
ー
の
親
睦
に
は
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
亡
・
新
年
会
も
欠

か
せ
な
い
行
事
の
一
つ
で
す
。
毎
週

水
曜
日
、
午
後
七
時
か
ら
沼
田
南

中
学
校
武
道
場
で
稽
古
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
連

絡
先
　
見
城
修
一
さ
ん
1
０
９
０

(

１
１
１
４)

６
８
６
３
へ
。

養神館合気道群馬
杉武館北毛道場
(会員数13人)
われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

154

20

中央公民館
の
教養教室

中央公民館では、７月から開催される教養教室の受講生
を募集します。教室は初心者向けです。皆さんぜひ参加
してみませんか。
受 講 料 無料(教材費は実費負担)
申し込み ６月12日(月)から、電話または中央公民館窓

口で受け付け(受付時間は、平日の午前８時
30分から午後５時15分まで）※すべて先着
順、定員となり次第受付終了とします

詳しいことは、中央公民館1○23０１４３へ。

いろいろな帯の結び方を学びます。浴衣を着て、沼田
まつりに出かけませんか。
と　き ７月６日から８月３日までの木曜日(全５回)

午後１時30分から３時30分まで
ところ 中央公民館　第２・４会議室(和室)
対　象 市内に在住、または在勤の女性
定　員 15人
講　師 星野真由美さん
教材費 実費負担

【浴衣着付け教室】

月に一回、季節にあった寄せ植えや花の育て方
を学びます。
と　き ７月20日から翌年３月８日まで(全９回)

午後１時30分から３時30分まで
ところ 中央公民館　第１講義室(３階)
対　象 市内に在住、または在勤の人
※今までに受講していない人を優先して募集します
定　員 20人
講　師 貝瀬洋子さん
教材費 一回当たり2,500円程度

【ガーデニング教室】

タンスの中で眠っている着物を思い切ってリフォーム
してみませんか。
と　き ７月11日から翌年１月23日までの火曜日

(全10回)午前９時30分から11時30分まで
ところ 中央公民館　第１会議室(２階)
対　象 市内に在住、または在勤の人
定　員 15人
講　師 島田智恵子さん
教材費 実費負担

【和服のリフォーム教室】



市
で
は
現
在
、
こ
れ
か
ら
の
市
の

進
む
べ
き
方
向
を
定
め
、
計
画
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

平
成
十
九
年
度
（
西
暦
２
０
０
７
年

度
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
沼
田
市
第

五
次
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
各
種
団
体
代

表
者
と
公
募
に
よ
る
市
民
で
構
成
す

る
第
五
次
総
合
計
画
市
民
検
討
委
員

会
が
ま
と
め
た
計
画
に
関
す
る
多
く

の
意
見
・
提
言
が
市
長
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
市
民
検
討
委
員
会
は
、
市
町

村
合
併
後
は
じ
め
て
策
定
す
る
第
五

次
総
合
計
画
に
多
く
の
市
民
の
意
見

や
提
言
を
反
映
さ
せ
る
た
め
設
置
し

た
も
の
で
、
会
議
は
自
主
的
に
運
営

さ
れ
、
設
置
期
間
が
二
月
中
旬
か
ら

五
月
中
旬
ま
で
と
い
う
短
い
期
間
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
回
に

わ
た
る
会
議
が
い
ず
れ
も
夜
間
に
開

催
さ
れ
、
市
が
提
示
し
た
計
画
素
案

に
対
し
て
熱
心
な
意
見
や
提
言
が
た

く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

五
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回

の
会
議
で
、
市
民
検
討
委
員
会
の
委

員
長
で
あ
る
中
町
の
中
島
庸
一
さ
ん

か
ら
報
告
書
が
星
野
市
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。意
見
・
提
言
の
内
容
は
、

市
民
生
活
に
身
近
な
も
の
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
重
視
す
べ
き
点

ま
で
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。市

で
は
、
よ
り
よ
い
沼
田
市
づ
く

り
の
た
め
、
熱
心
に
、
ひ
た
む
き
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
市
民
検
討
委

員
会
の
委
員
の
み
な
さ
ん
に
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
意
見
・
提
言
を
第
五
次
総
合
計
画

に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
企
画
係

1
内
線
３
２
２
２
へ
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
市
政
に

対
す
る
建
設
的
な
提
言
や
要
望
、
ま

た
、
身
近
な
問
題
や
関
心
の
あ
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
広
く
意
見
を
聞
く

と
と
も
に
、
こ
れ
を
市
政
に
反
映
さ

せ
居
心
地
の
良
い
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
昭
和
六

十
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
十

一
人
の
皆
さ
ん
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー(
敬
称
略)

▽
小
池
信
一
郎(

中
町)
▽
染
谷
か

よ
子(

上
久
屋
町)

▽
千
明
義
治(
岡

谷
町)

▽
長
谷
川
一
代(

上
発
知
町)

▽
根
岸
俊
夫(

井
土
上
町)

▽
牛
口
榮

喜(

町
田
町)

▽
高
倉
　
栄(

上
川
田

町)

▽
宇
敷
　
章(

下
川
田
町)

▽
佐
藤

銑
司(

白
沢
町
上
古
語
父)

▽
菊
田
米

子(

利
根
町
追
貝)

▽
八
須
賀
一
男

(

利
根
町
平
川)

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
田
中
恵(

久
屋
原
町)→

ソ
フ
ァ

ー
一
式
▽
加
藤
周
子(

利
根
町
高
戸

谷)→

二
千
四
百
円
▽
沼
田
市
舞
踊

協
会(

下
久
屋
町)→

十
万
円
▽
石
井

滝
江(

東
原
新
町)→

毛
糸
▽
坂
東
流

楽
扇
会(

鍛
冶
町)→

十
五
万
円
▽
沼

田
つ
く
し
の
会(

東
原
新
町)→

十
一

万
四
千
四
百
五
円
▽
貳
石
會(

下
久

屋
町)→

十
万
円

図
書
整
備
基
金
へ

▽
立
正
佼
成
会
沼
田
教
会→

九
十

万
円

市
立
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
へ

▽
立
正
佼
成
会
沼
田
教
会→

図
書
四

百
六
十
八
冊

21 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

第
五
次
総
合
計
画
に
多
く
の
市
民
意
見
反
映
へ

ー
市
民
検
討
委
員
会
が
意
見
・
提
言
ー

（敬称略）

市政モニターを委嘱しました
秘書課広報広聴係1内線３２２５

市民協働による
まちづくりを目指して

市では、『市民と行政が良きパートナ
ーとして連携し、それぞれの役割を踏ま
えた協働によるまちづくり』を目指し、
庁内組織として推進委員会と研究会を立
ち上げ、研究・推進に取り組むことにな
りました。
ＮＰＯやボランティア団体の窓口も生
活課から企画課(市役所本庁舎２階)へ移
りました。
市民の皆さんからいろいろなご意見を
いただきながら進めていきたいと考えて
いますので、ご理解、ご協力をお願いします。
☆当面の予定
○市民活動団体の調査
市民活動団体の状況について、７月こ
ろアンケート調査を予定しています
○講演会の開催
市民協働についての講演会・学習会な
どを予定しています
詳しいことは、企画課政策調整係1内
線３２２３へ。



(

初
日
は
無
料
開
放)

無
料
開
放
日

６
月
24
日(

土)

午
後

１
時
か
ら
５
時
ま
で

利
用
期
間

６
月
24
日(

土)

か
ら
９

月
３
日(

日)

ま
で

※
７
月
７
日(

金)

は
休
業
し
ま
す

利
用
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
土
・
日
曜
日
と
７
月
21
日(

金)

か

ら
８
月
24
日(
木)
ま
で
は
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
利
用
料
金
表
】

普
通
券

小
学
生
一
〇
〇
円
、
中
学

生
二
一
〇
円
、
一
般
四
二
〇
円

回
数
券(

十
一
枚
つ
づ
り)

小
学
生

一
〇
〇
〇
円
、
中
学
生
二
一
〇
〇

円
、
一
般
四
二
〇
〇
円

更
衣
室
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料

一
〇
〇

円詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
プ
ー
ル
管

理
事
務
所(

硯
田
町)

1

７
３
７
３

へ
。

と
き

７
月
８
日(

土)

午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

①
ビ
デ
オ
『
お
父
さ
ん
へ
』

②
お
父
さ
ん
の
妊
娠
体
験(

妊
娠

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
使
用)

③
妊
娠

・
出
産
に
つ
い
て
の
話
④
赤
ち
ゃ

ん
の
お
風
呂
実
習

対
象

初
め
て
出
産
を
迎
え
る
夫
婦

定
員

16
組(

先
着
順)

申
し
込
み

６
月
12
日(

月)

か
ら
健

康
課
保
健
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
４
へ
。

と
き

７
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
日
曜
日(

全
４
回)

午
後
１

時
か
ら
３
時
ま
で

と
こ
ろ

沼
田
東
小
学
校
プ
ー
ル

対
象

小
学
生

定
員

50
人(

先
着
順)

講
師

市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
、
沼
田

利
根
水
泳
協
会
員

受
講
料

無
料(
た
だ
し
、
傷
害
保

険
料
500
円
は
受
講
者
負
担)

申
し
込
み

６
月
15
日(
木)
か
ら
６

月
30
日(

金)

ま
で
に
保
険
料
を
添

え
て
体
育
課(

市
民
体
育
館)
、
白

沢
町
・
利
根
町
教
育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1

９

４
４
４
へ
。

沼
田
市
立
図
書
館
、
白
沢
公
民
館

図
書
室
と
利
根
公
民
館
図
書
室
は
館

内
の
特
別
整
理
の
た
め
六
月
二
十
二

日(

木)

か
ら
二
十
八
日(

水)

ま
で
休

館
に
な
り
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

期
間
中
に
本
を
返
却
す
る
場
合

は
、
沼
田
市
立
図
書
館
の
正
面
玄
関

左
側
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

※
視
聴
覚
資
料
は
壊
れ
や
す
い
の
で

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
は
入
れ
ず
に
、

後
日
、
返
却
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
戻
し

て
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1

０
５

５
０
へ
。

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
の
ハ
ー
ブ

園
で
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り
が

で
き
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
香
り
が
、
皆
さ
ん
を

歓
迎
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

と
き

６
月
17
日(

土)

か
ら
26
日(

月)

ま
で
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

内
容

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り

10
グ
ラ
ム(

12
本
程
度)

100
円

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
で
は
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

農
産
物
の
販
売
や
抽
選
会
な
ど
楽

し
い
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
に
包
ま
れ
て
、
初

夏
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き

６
月
25
日(

日)

午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
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広報ぬまた 平成18年６月１日

お
知
ら
せ

６
月
24
日

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

小
学
生
を
対
象
に
水
泳
教
室

春
季
特
別
整
理
期
間
で

図
書
館(

室)

が
休
館
に

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
講
座

両
親
学
級
を
開
催

６月６月６月６月６月６月６月６月６月６月６月６月６月６月６月６月６月

６／３(土)
「きっとみんなよろこぶよ」
６／17(土)
「ねえ　とうさん」
場所 図書館３階おはなしのへや
時間 午後２時30分から

市役所 1 23 ２１１１ 白沢町振興局 1 53 ２１１１ 利根町振興局 1 56 ２１１１



今
年
三
月
に
中
学
校
、高
等
学
校
、

大
学
、
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、

利
根
沼
田
地
区
の
事
業
所
に
就
職
し

た
皆
さ
ん
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、

相
互
の
親
睦
を
深
め
、
地
元
へ
の
定

着
と
企
業
へ
の
貢
献
を
期
待
し
て
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

７
月
13
日(

木)

午
前
10
時
開

会
と
こ
ろ

デ
ィ
ラ
ン(

横
塚
町)

参
加
費

１
人
千
円（
事
業
主
負
担
）

申
し
込
み

該
当
者
の
い
る
事
業
者

は
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
参
加

費
を
添
え
て
、
６
月
26
日(

月)

ま

で
に
商
工
観
光
課
工
業
振
興
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
５
５
へ
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
で

は
、
毎
年
六
月
の
第
二
日
曜
日
を

〝
花
い
っ
ぱ
い
デ
ー
〞
と
し
て
市
内

各
所
で
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
十
一
日
に
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
推
進
委
員
を
中
心
に
道
路

沿
い
な
ど
の
美
化
運
動
を
推
進
す
る

予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
地
区
に
よ
り
実
施
日
が
前
後
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
推
進
委
員
会
事
務
局(
社
会
教
育

課
社
会
教
育
係
内)

1
内
線
３
３
３

２
へ
。

毎
日
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
水
の
大
切
さ
と
、
安
全
で
お

い
し
い
水
を
供
給
す
る
水
道
の
仕
組

み
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
水

道
週
間
に
合
わ
せ
て
浄
水
場
を
公
開

し
ま
す
。
期
間
中
は
、
土
、
日
曜
日

も
公
開
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
１
日(

木)

か
ら
７
日(

水)

ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

と
こ
ろ

市
浄
水
場(

下
久
屋
町)

詳
し
い
こ
と
は
、
水
道
課
浄
水
係

1

８
８
１
１
へ
。

た
ば
こ
税
は
、
現
在
一
本
当
た
り

七
・
八
九
二
円
の
課
税
が
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
七
月
一
日
よ
り
八
・
七
四

四
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

う
ち
国
税
分
が
三
・
九
四
六
円
か
ら

四
・
三
七
二
円
に
、
県
税
分
が
〇
・

九
六
九
円
か
ら
一
・
〇
七
四
円
に
、

市
町
村
税
分
が
二
・
九
七
七
円
か
ら

三
・
二
九
八
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
た
ば
こ
税
は
、
卸
売
業
者
な
ど

か
ら
小
売
業
者
に
売
り
渡
し
た
と
き

に
課
税
さ
れ
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
た

ば
こ
を
購
入
し
た
市
町
村
や
県
に
た

ば
こ
税
が
納
め
ら
れ
ま
す
。

沼
田
市
の
た
ば
こ
税
は
五
億
円
を

超
え
る
税
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。た
ば
こ
税
は
貴
重
な
財
源
で
す
。

た
ば
こ
を
買
う
と
き
は
沼
田
市
内
で

購
入
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
課
市
民
税

係
1
内
線
３
１
４
９
へ
。

沼
田
公
園
で
公
開
中
の
国
指
定
重

要
文
化
財
「
旧
生
方
家
住
宅
」
の
保

存
修
理
工
事
に
伴
い
、
安
全
を
確
保

す
る
た
め
同
一
敷
地
内
に
あ
る
公
開

施
設
も
含
め
、
九
月
末
ま
で
公
開
休

止
・
休
館
と
な
り
ま
し
た
。

公
開
休
止
・
休
館
施
設

旧
生
方
家
住
宅
・
旧
土
岐
邸
洋
館

・
生
方
記
念
資
料
館

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
文

化
財
保
護
係
1

７
５
６
５
へ
。
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巡回移動図書の日程
日 と　　き と　　　こ　　　ろ

10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 45～11:05
11 : 15～11:40
1 : 10～ 1 :30
1 : 40～ 2 :10
2 : 25～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 20～ 2 :50
2 : 55～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 40～ 2 :10
2 : 20～ 2 :50
3 : 00～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 20～10:50
11 : 20～11:50
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :45
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :45

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

5.12.19.22.23.24.25.26.27.28日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日６月

20日（火）

16日
（金）

15日
（木）

14日
（水）

13日
（火）

９日
（金）

８日
（木）

６日
（火）

７日
（水）

２日
（金）

６
月
11
日
は

花
い
っ
ぱ
い
デ
ー
で
す

た
ば
こ
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

旧
生
方
家
住
宅
な
ど

休
館
の
お
知
ら
せ

水
道
週
間

６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

浄
水
場
を
一
般
公
開
し
ま
す

新
規
学
卒
就
職
者

激
励
親
睦
の
つ
ど
い

玉原（十二沢）の水芭蕉



市
で
は
、
全
児
童
･
生
徒
に
防
犯

ブ
ザ
ー
を
配
布
し
ま
し
た
。
登
下
校

時
な
ど
、
常
に
携
帯
し
、
非
常
時
に

備
え
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
お
子
さ
ん
と
、
防
犯

ブ
ザ
ー
の
使
い
方
や
管
理
の
仕
方
な

ど
、
防
犯
意
識
が
高
ま
る
よ
う
な
話

し
合
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
1
内
線
３
３
２
４
へ
。

沼
田
市
視
覚
障
害
者
協
会
と
沼
田

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
で
は
、
高
齢

者
を
主
な
対
象
に
、は
り
と
き
ゅ
う
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
無
料
奉
仕
を
行
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
23
日(

金)

午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
機

能
訓
練
室(

２
階)

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
６
８
へ
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・
有

利
で
す
。

＝
制
度
の
特
色
＝

▼
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先
で

す
▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

▼
掛
金
は
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
で

き
ま
す

▼
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す

詳
し
い
こ
と
は
、
中
退
共
の
退
職

金
相
談
コ
ー
ナ
ー
1
０
３(
３
４
３

６)

４
３
５
１
へ
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球
環
境

保
護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
に

古
い
電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
へ
六

月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
そ
の

際
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

不
在
な
ど
で
回
収
で
き
な
か
っ
た

お
客
さ
ま
へ
は
、
改
め
て
伺
い
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
1
０
１
２
０(

５
０
６)

３
０

９
へ
。

パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
人
や
こ
れ

か
ら
働
き
た
い
人
を
対
象
に
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

７
月
３
日(

月)

午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

場
所

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

(

２
階
）

内
容

再
就
職
の
心
構
え
と
最
近
の

雇
用
情
勢
に
つ
い
て

・
パ
ー
ト
で
働
く
場
合
の
知
っ
て
お

き
た
い
制
度(

社
会
保
険
・
税
金)

に
つ
い
て

募
集
人
員

20
人

締
め
切
り

先
着
順

申
し
込
み

(

財)

21
世
紀
職
業
財
団

群
馬
事
務
所
０
２
７(

２
２
３)

２

０
２
３
へ(

担
当
者
金
谷)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
財
団
群
馬
事

務
所
へ
。

「
会
社
が
ト
ラ
イ
　
女
性
も
ト
ラ

イ
―
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で

一
人
一
人
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く

り
を
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
厚
生
労
働

省
で
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
つ

い
て
の
社
会
一
般
の
認
識
と
理
解
を

深
め
る
た
め
、
全
国
的
に
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

群
馬
労
働
局
で
も
、「
男
女
雇
用

均
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。

対
象

企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
、

労
働
者
な
ど

と
き

６
月
21
日(

水)

午
後
１
時
30

分
か
ら
４
時
15
分
ま
で

と
こ
ろ

前
橋
テ
ル
サ(

前
橋
市
千

代
田
町
２-

５-

１)

８
階
「
け
や

き
の
間
」

内
容

均
等
推
進
企
業
表
彰
、
鬼
丸

講
師
に
よ
る
講
演
、
事
例
発
表
な

ど
申
込
締
切

６
月
15
日(

木)

詳
し
い
こ
と
は
、
21
世
紀
職
業

財
団
群
馬
事
務
所
1
０
２
７(

２
２

３)

２
０
２
３
へ
。
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散歩のときや車に乗っている
ときなど、ショベルカー探しに
大忙しのしゅうくん。見つけた
ときはもう大興奮。ちょっと恥
ずかしがり屋さんですが、洗い
物などのお手伝いもできる頼り
がいある男の子です。(下久屋町)

赤井 柊弥
や

くん（２歳４カ月）

お
知
ら
せ

広報ぬまた 平成18年６月１日

全
児
童
･
生
徒
に

防
犯
ブ
ザ
ー
配
布

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス

６
月
は

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」
で
す

無
料
奉
仕
で

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

しゅう



合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
、
し
尿
と

生
活
排
水
（
台
所
・
風
呂
・
洗
濯
な

ど
）
を
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽
で

す
。
処
理
能
力
が
優
れ
て
い
て
、
生

活
排
水
の
汚
れ
が
十
分
の
一
に
減
り

ま
す
。

大
切
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ら
の
排
水
を
処
理
し
、
き

れ
い
な
水
を
河
川
に
戻
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
場
合
に
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す(

補
助
金

対
象
区
域
に
限
り
ま
す)

。

詳
し
い
こ
と
は
、
下
水
道
課
管
理

係
1

７
７
１
１
、
白
沢
町
建
設
上

下
水
道
課
上
下
水
道
係
1
内
線
３

７
、
ま
た
は
利
根
町
建
設
上
下
水
道

課
下
水
道
係
1
内
線
２
９
へ
。

◇
開
発
行
為
の
事
前
協
議
に
つ
い
て

市
内
で
三
千
㎡
以
上
の
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
を
行
う
場
合
は
、
事

前
に
開
発
計
画
に
対
し
て
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

建
物
を
建
築
す
る
た
め
土
地
の
区

画
形
質
の
変
更
を
行
う
開
発
行
為
面

積
が
、
都
市
計
画
区
域
内
で
は
三
千

㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外
で
は
一

万
㎡
以
上
の
場
合
は
、
都
市
計
画
法

の
規
定
に
よ
り
県
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。

開
発
計
画
を
行
う
と
き
は
、
都
市

計
画
課
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◇
土
地
取
引
の
届
け
出
に
つ
い
て

都
市
計
画
区
域
内
で
は
五
千
㎡
以

上
、
都
市
計
画
区
域
外
で
は
一
万
㎡

以
上
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
の
売
買
契

約
、
売
買
予
約
、
入
札
、
譲
渡
担
保
、

代
物
弁
済
、
交
換
、
借
地
権
の
設
定

な
ど
の
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

契
約
締
結
後
、
二
週
間
以
内
に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
、
市
を
経
由
し

て
県
知
事
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
計

画
係
1
内
線
４
２
２
７
ヘ
。

発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域
に
お
け

る
公
共
用
施
設
の
整
備
を
推
進
し
、

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を
図
り
、
発

電
用
施
設
の
設
置
お
よ
び
運
転
の
円

滑
化
に
役
立
て
る
た
め
に
交
付
さ
れ

る
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
に
よ

り
、
道
路
や
消
防
施
設
を
整
備
し
ま

し
た
。

道
路
事
業
で
は
、
市
道
奈
良
岡
谷

線
道
路
維
持
修
繕
工
事
（
奈
良
町
）、

市
道
額
田
向
山
篠
尾
線
法
面
緑
化
工

事(

屋
形
原
町
）
と
市
道
Ｔ
３
０
５

６
号
線
舗
装
補
修
工
事
（
利
根
町
大

原
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

消
防
事
業
で
は
、
消
防
団
機
械
器

具
置
場
等
新
築
工
事(

発
知
新
田

町
）、
４
０
ｍ
級
防
火
水
槽
新
設
工

事(

横
塚
町
・
篠
尾
町)

、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
整
備
事
業(

奈
良

町)

、
消
防
車
車
庫
建
設
事
業(

白
沢

町
下
古
語
父)

を
実
施
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
、
五
千
四
百
八
十
二

万
五
百
円
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
企
画
係

1
内
線
３
２
２
２
へ
。

沼
田
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

天
狗
山
車
太
鼓
の
た
た
き
手
を
募
集

し
ま
す
。

た
た
き
手
に
は
、
七
月
の
毎
週
火

・
金
曜
日
の
夜
に
行
う
練
習
会
と
、

沼
田
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
資
格

市
内
に
在
住
、
ま
た
は

在
勤
の
中
学
生
以
上
25
歳
未
満

の
健
康
な
女
性
で
、
練
習
と
沼
田

ま
つ
り
に
参
加
で
き
る
人

募
集
期
間

６
月
12
日(

月)

か
ら

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す

申
し
込
み

電
話
で
、
沼
田
商
工
会

議
所
青
年
部
事
務
局
へ

※
決
定
者
に
は
練
習
日
を
連
絡
し
ま

す詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
�

１
１
３
７
へ
。

対
象

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

・
子(

小
・
中
・
高
校
生)

・
寡
婦

テ
ー
マ
「
私
の
体
験
」
や
「
私
の
家

族
」
な
ど(

千
五
百
字
程
度
）

応
募
先

〒
３
７
１-

０
８
４
３

前
橋
市
新
前
橋
町
13-

12

群
馬

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

(

財)

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議

会
へ(

７
月
21
日
必
着)

※
優
秀
作
品
は
８
月
10
日
前
橋
市
で

開
催
さ
れ
る
「
母
子
家
庭
・
寡
婦

福
祉
県
民
大
会
」
で
表
彰
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
０

２
７(

２
５
５)

６
６
３
６
へ
。

25

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
せ
ん
か

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
で

道
路
・
消
防
施
設
を
整
備

天
狗
山
車
太
鼓
の

た
た
き
手
を
募
集
し
ま
す

「
母
子
家
庭
・
寡
婦
福
祉
県
民
大
会
」

の
作
文
を
募
集
し
ま
す

開
発
行
為
に
は
事
前
協
議
を
！

大
規
模
土
地
取
引
に
は
届
け
出
を
！

自分で歯磨きができるよう
に

なり、３輪車にも乗れるよ
うに

なりました。ボールを蹴った
り、

走り回ったりと外で遊ぶこ
とが

大好き。きれいな花をみる
とつ

い見とれてしまう意外な一
面も

あるたいちゃんです。(下久屋
町)

荒木 太
た

一
いち

くん（２歳５カ月）

募
　
　
集

3



市
内
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
生
を

対
象
に
、
青
少
年
自
然
体
験
活
動
推

進
事
業
第
八
回
「
沼
田
ネ
イ
チ
ャ
ー

キ
ッ
ズ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
自

然
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
を

手
伝
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
間

８
月
18
日(

金)

〜
20
日(

日)

２
泊
３
日

会
場

千
葉
市
立
高
原
千
葉
村
（
み

な
か
み
町
）

仕
事
内
容

食
料
・
資
材
の
管
理
、
搬

入
、
各
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け

る
指
導
者
の
補
助
な
ど

対
象

18
歳
以
上
の
野
外
活
動
に

興
味
が
あ
り
、
１
泊
以
上
の
参
加

が
で
き
る
人

定
員

若
干
名

申
し
込
み

６
月
23
日(

金)

ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

３
３
３
へ
。

県
で
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が

主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
、
新
し
い

地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
財
政
的

な
支
援(

補
助
金)

を
行
い
ま
す
。

補
助
金
の
概
要

事
業
主
体

住
民
自
治
組
織(

自
治

体
、
町
内
会
な
ど)

に
限
り
ま
す

補
助
対
象
事
業

①
ハ
ー
ド
事
業
‥
住
民
自
治
組
織
自

ら
提
案
し
設
置
す
る
新
し
い
地
域

づ
く
り
活
動
に
資
す
る
施
設
整
備

②
セ
ミ
ハ
ー
ド
事
業
‥
住
民
自
治
組

織
自
ら
行
う
新
し
い
施
設
整
備
に

係
る
資
財
な
ど
の
経
費

③
ソ
フ
ト
事
業
‥
住
民
自
治
組
織
自

ら
行
う
新
し
い
地
域
づ
く
り
活
動

に
要
す
る
経
費

補
助
率
・
補
助
限
度
額

①
ハ
ー
ド
事
業
‥
補
助
率
１
／
４
以

内
　
補
助
限
度
額
300
万
円

②
セ
ミ
ハ
ー
ド
事
業
‥
補
助
率
10
／

10
以
内
　
補
助
限
度
額
50
万
円

③
ソ
フ
ト
事
業
‥
補
助
率
１
／
２
以

内
　
補
助
限
度
額
50
万
円

※
国
・
県
・
市
町
村
な
ど
の
補
助
や

交
付
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
事

業
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

締
め
切
り

第
１
次
募
集
締
め
切
り

６
月
30
日(

金)

※
１
次
募
集
の
結
果
で
予
算
枠
に
余

裕
が
あ
る
場
合
は
２
次
、
３
次
募

集
を
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
行
政
係

1
内
線
３
２
１
２
、
ま
た
は
沼
田
行

政
事
務
所
振
興
グ
ル
ー
プ
1

４
３

３
８
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
学
校
を

訪
問
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
な
が
ら
児
童
・
生
徒
の
福
祉
体
験

を
支
援
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(

サ
ポ
ー
タ
ー)

を
募
集
し
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
を
希
望
す
る
人
は
ぜ

ひ
、
講
座
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
27
日(

火)

午
後
１
時
30

分
か
ら
４
時
ま
で

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル(

４
階)

受
講
料

無
料

内
容

車
い
す
の
介
助
・
ブ
ラ
イ
ン

ド
ウ
オ
ー
ク
体
験
や
講
話
な
ど

申
し
込
み

６
月
20
日(

火)

ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会
1
�

１
９
９
０
へ
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
す
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て

展
示
し
、
入
選
者
に
は
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
、
ま
た
、
応
募
者
全
員
に

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り
券
を
贈
呈

し
ま
す
。

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

６
月
１
日(

木)

か
ら
16

日(

金)

ま
で

受
付
場
所

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た

詳
し
い
こ
と
は
、
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク

ぬ
ま
た
1

９
３
０
１
へ
。

26

広報ぬまた 平成18年６月１日

ブランコやすべり台など、外
で遊ぶことが大好きで、最近、
自転車に乗れるようになりまし
た。ご飯を食べるときは自分で
ご飯を運び、お風呂の時間にな
ると迷わずお風呂へとしっかり
しているまーくんです。(上原町)

塩谷 将
まさ

人
と

くん（２歳11カ月）

募
　
　
集

沼
田
ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

県
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業
計

画
の
募
集

福
祉
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
者
募
集

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
絵
画
募
集



自
衛
官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

二
等
陸
・
海
・
空
士(

男
子)

受
験
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
間

試
験
日
の
前
日
ま
で

試
験
日

６
月
25
日(

日)

・
７
月
22

日(

土)
詳
し
い
こ
と
は
、
自
衛
隊
群
馬
地

方
連
絡
部

h
ttp://w

w
w
.gu
n
m
a.

plo.jda.go.jp
、
ま
た
は
自
衛
隊
沼

田
募
集
事
務
所
1

４
１
１
１
へ
。

と
き

７
月
９
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会

と
こ
ろ

市
民
体
育
館
ほ
か

対
象

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤

し
て
い
る
人
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

(

学
生
、
生
徒
、
児
童
は
除
く)

チ
ー
ム
編
成

監
督
１
人
、
コ
ー
チ

１
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
、
選

手
12
人(

計
15
人
以
内)

申
し
込
み

６
月
16
日(

金)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
体
育
課(

市
民
体

育
館
内)

、
白
沢
町
・
利
根
町
教

育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1

９

４
４
４
へ
。

と
き

７
月
23
日(

日)

午
前
８
時
30

分
開
会

と
こ
ろ

運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
対
象

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤

し
て
い
る
人
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

チ
ー
ム
編
成

監
督
、
コ
ー
チ
、
ス

コ
ア
ラ
ー
、
選
手
の
合
計
が
20

人
以
内

申
し
込
み

６
月
30
日(

金)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
体
育
課(

市
民
体

育
館
内)

、
白
沢
町
・
利
根
町
教

育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1

９

４
４
４
へ
。

と
き

７
月
13
日(

木)

午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
検

査
室(

利
根
沼
田
県
民
局
２
階
）

対
象

18
歳
未
満
の
人

実
施
内
容

子
ど
も
の
非
行
・
家
庭

で
の
養
育
や
し
つ
け
・
言
葉
や
発

達
の
遅
れ
、
性
格
な
ど
の
相
談

・
療
育
手
帳
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

な
ど
を
受
け
る
た
め
の
判
定
や
診

断
申
し
込
み

６
月
23
日(

金)

ま
で
に
社

会
福
祉
課
内
家
庭
児
童
相
談
室
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
相
談
室
1
内

線
７
７
２
０
１
へ
。

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

遭
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

満
を
お
持
ち
の
人
は
、
検
察
審
査
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
前
橋
検
察
審
査

会
事
務
局(

前
橋
地
方
裁
判
所
内
1

０
２
７(

２
３
１)

４
２
７
５
へ
。
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とき 6月5日･12日･19日･26日、7月3日･

10日･18日･24日･31日／午後１時～３時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時

～午後５時
ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内

線７７２０１

とき ７月19日(水)午後１時～４時／あらか

じめ電話で予約を受け付けています。社
会福祉課社会係(東原庁舎内)1内線７７２

４２へ

ところ 東原庁舎２階会議室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30

分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公

民館２階事務室隣)、電話相談の場合は、
1○23５４１１へ

とき 6月6日･13日･20日･27日の火曜日／

午前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 6月1日･15日、7月6日･20日の木曜

日／午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後

１時～３時

ところ 市役所市民相談室

そ う だ ん

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談

法律相談

青少年相談

生涯学習相談

年金相談

就業援助相談(内職相談など)

募
　
　
集

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

相
　
　
談

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
を

中
央
児
童
相
談
所
の
巡
回
相
談

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

���
���

月　　虫さされ
火　　植物のかぶれ
水　　肥満とは・・・
木　　肥満の食事療法
金　　肥満の運動療法
土･日 食中毒にご注意

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
７日(水)皮膚科･婦人科と15日(木)歯科です。
いずれも午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

電話番号は、

市　役　所　23 ２１１１

白沢町振興局　53 ２１１１

利根町振興局　56 ２１１１



ふれあい福祉センター�

６月の休館日�

１月の休館日�
２月の休館日�
３月の休館日�
４月の休館日�
５月の休館日�
６月の休館日�
７月の休館日�
８月の休館日�
９月の休館日�
10月の休館日�
11月の休館日�

11月の休館日�

12月の休館日�

この広報は再生紙を使用しています

地
域
の
み
ん
な
で
防
犯
対
策

種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所 対　　　　　　　象

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０４、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町振興局市民課1内線３３、利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

※乳幼児健康診査・育児相談は、旧沼田市、白沢町の人は沼田市保健福祉センターへ、利根町の人は利根保健福祉センターへお出かけく
ださい。

個別接種(麻しん風しん混合ワクチン・三種混合・日本脳炎（事前にご相談ください）・ＢＣＧ)を実施して

います。実施医療機関は、「予防接種のお知らせ」のとおりです。

接種当日は予診票、母子健康手帳、健康保険証をご持参ください。

一
年
の
折
り
返
し
と
な
る
六

月
、
暦
の
上
で
は
も
う
夏
を
迎

え
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
、
時

の
流
れ
は
早
い
も
の
だ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は「
四
年
に
一
度
」と

い
う
と
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？
少
し
前
ま
で
は「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」の
代
名
詞
で
し
た
が
、

最
近
で
は「
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
」を

思
い
浮
か
べ
る
人
も
増
え
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
う

す
ぐ
世
界
中
を
熱
狂
さ
せ
る
祭

典
が
始
ま
り
ま
す
。
約
一
カ
月

間
で
す
が
日
本
列
島
寝
不
足
症

候
群
が
多
発
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
本
市
と
ゆ
か
り
の
あ

る
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
る
大
会
、

熱
い
声
援
を
届
け
ま
し
ょ
う
！

市 県 民 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

国民年金保険料

下水道受益者負(分)担金

１　期

３　期

２　期

５月分

1 期
納期限　６月30日(金)

今月の納税など

ほ け ん
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母 子 健 康 手 帳 交 付

６ 月 の 予 防 接 種

４ カ 月 児 健 康 診 査

1 0 カ 月 児 健 康 診 査

1歳6カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

育 児 相 談 ● ● ● ●

２ 歳 児 歯 科 相 談

1歳6カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

育 児 相 談 ● ● ● ●

７月４日(火)

７月21日(金)

７月24日(月)

７月26日(水)

７月18日(火)

７月13日(木)

７月27日(木)

７月６日(木)

７月25日(火)

７月７日（金）

７月28日（金）

７月28日（金）

７月19日(水)

７月19日(水)

午前10時～11時30分

午前10時～正午

午後１時～３時30分

午前10時～正午

午前８時30分～11時30分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

午前９時30分～11時

午後１時～１時45分

午後０時45分～１時45分

午後０時45分～１時45分

市保健福祉センター

白　沢　創　作　館

市保健福祉センター

市保健福祉センター

利根保健福祉センター

７月のこあらクラブはお休みです。

旧沼田市・白沢町の乳児（１歳未満）

３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日３.10.17. 24. 31日

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

児
童
に
対
す
る
犯
罪
が
増
加
し
て

い
る
中
、
地
域
で
子
ど
も
の
安
全
を

守
る
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
利

根
町
平
川
で
交
通
安
全
と
防
犯
標
語

の
看
板
が
五
十
八
枚
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
地
元
の
八
日
会
会
員
が
中
心
と

な
り
作
製
さ
れ
た
こ
の
看
板
は
、
平

川
小
学
校
全
児
童
の
標
語
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
の

防
犯
意
識
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本庁舎・北庁舎・東庁舎が
ISO 14001を認証取得

○23

１月の休館日�
２月の休館日�
３月の休館日�
４月の休館日�
５月の休館日�
６月の休館日�
７月の休館日�
８月の休館日�
９月の休館日�
10月の休館日�
11月の休館日�
12月の休館日�

わんぱくクラブ

こあらクラブ

エンゼルクラブ

こ
こ
ろ
は
ド
イ
ツ
へ
！

歯科健診・歯科相談・フッ素塗布を実施、持ち物：お子さんの歯ブラシと母子健康手帳。

妊娠届出書をご持参ください。

平成16年６・７月生まれ

全地区。体脂肪率、血圧測定、歯科相談

16歳～69歳（65歳以上の人は、60～64
歳の間に献血経験がある人に限ります。）

旧沼田市・白沢町の幼児

平成18年３月15日～４月11日生まれ

平成17年 ８月24日～９月13日生まれ

平成16年12月１日～12月24日生まれ

平成16年12月25日～平成17年１月13日生まれ

平成15年３月14日～３月30日生まれ

平成15年３月31日～５月５日生まれ

平成16年12月・平成17年 １月生まれ

平成15年５・６月生まれ

※

※


